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☆議会だより　           22～29

☆館報生き活き木島平　30～33
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☆広報きじま平              2～21・36

☆館報生き活き木島平　22～25

☆社協だより　           26～27

☆広報きじま平              2～19・28
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月ポイント中央下
X：28.5㎜～31㎜
Y：223㎜

内容ポイント左上
X:107㎜
Y：243㎜

自然劇場

　8 月 1 日、おひさま保育園のみどり
組（年長組）が木島平小学校のプール
へお出かけし、大きいプールでたくさ
ん泳いで楽しみました。

小学校で楽しいプール遊び
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友だち追加の方法

　村では、LINE を活用し防災や子育て支援情報などを配信するため、LINE
公式アカウントを開設しました。ほかにもごみの収集日やマイナンバーカー
ドの取得方法が確認できるなど便利な機能があります。
　８月１０日より、運用を開始します。
　木島平村の LINE をぜひ『友だち追加』お願いします。

【政策情報係　内線１１４】

　 右 の QR コ ー ド を 読 み 取 る か、
LINE のホーム画面の検索バーで「木
島平村」と検索して、友だちに追加
してください。

村 LINE 公式アカウント
を開設しました

自然劇場

議会だより

特　　集
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メッセージ配信

ナビゲーション機能

　木島平村の LINE を友だち追加すると受信設定の画面が開きます。
　この受信設定により、村からのメッセージ配信を LINE で受け取る
ことができます。現在受信できる項目は次のとおりです。

　・健康福祉・・・・健康福祉に関する講座や医療についての情報
　・子育て・・・・・子育てに関する情報
　・防災・・・・・・災害時の緊急情報など
　・火災・・・・・・岳北管内での火災発生情報
　・防犯・・・・・・近隣で詐欺などの犯罪があった場合の情報
　・鳥獣出没・・・・クマやイノシシなどが村内で出没した情報
　・イベント情報・・村で行うイベントの情報
　・村の情報・・・・村の広報や出来事などの情報

　※すでに友だち追加がされていて、受信設定の画面が開かない場合
　　は下記のナビゲーション機能を使って受信設定をしてください。

　画面下の中心にある「メニュー」をクリックすると、画像付きの大きなメニューが LINE のトー
ク画面に表示されます。画面上の各項目をタップすると村公式ウェブサイトにリンクし、知りた
い情報を入手できます。基本メニュー、防災情報、コロナ関連の３つのタブに区分されています
ので、探したい情報をそれぞれから選択してクリックしてください。

　村の身近な情報を手に入れ
ることができます。受信設定
の再設定もできます。

　防災に関するいろいろな情
報が確認できます。いざとい
う時に備えましょう。

　新型コロナワクチンの予約
や長野県内のコロナ感染者状
況の確認ができます。

受信設定の画面

木島平村 LINE 公式アカウントのサービス機能

基本メニュー 防災情報 コロナ関連
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村
ぐ
る
み
防
災
訓
練

　
　
　
　
　
　

中
止
の
お
知
ら
せ

　

８
月
28
日
（

日
）

に
予
定
を
し
て
い
ま
し

た
村
ぐ
る
み
防
災
訓
練
は
北
信
圏
域
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
警
戒
レ
ベ
ル

が
７
月
28
日
に
５
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ

と
か
ら
中
止
と
し
ま
す
。

　

村
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
で
災
害
時
の
避

難
行
動
を
確
認
し
、
災
害
に
備
え
て
く
だ

さ
い
。

【
総
務
係　

内
線
１
０
６
】

一
足
早
く   

冬  

に
備
え
た
補
助
金
を
紹
介
し
ま
す

  

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
購
入
補
助
金

　

間
伐
材
の
有
効
活
用
に
つ
な
が
る
長
野

県
産
の
木
材
等
の
利
用
を
促
進
す
る
た

め
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
購
入
す
る
方

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◉
補
助
の
条
件

○
木
島
平
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
こ
と

○
県
内
に
事
業
所
ま
た
は
代
理
店
を
有
す

　

る
者
か
ら
購
入
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

○
長
野
県
産
材
の
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
を
使
用

　

す
る
こ
と　

ほ
か

◉
補
助
上
限
額

　

１
台
に
つ
き
10
万
円

※
予
定
数
に
達
し
次
第
、
締
め
切
ら
せ
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。

【
農
林
係　

内
線
１
３
２
】

 

克こ
く
せ
つ雪
住
宅
普
及
促
進
事
業
補
助
金

　

雪
下
ろ
し
に
よ
る
労
力
及
び
経
済
的
負

担
の
軽
減
と
危
険
防
止
を
図
る
た
め
、
住

宅
を
克
雪
化
す
る
工
事
の
工
事
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

◉
融
雪
型　

　

住
宅
屋
根
に
融
雪
パ
イ
プ
等
融
雪
効
果

の
あ
る
施
設
を
設
置
す
る
。

○
補
助
率　

対
象
工
事
費
の
２
割

○
補
助
上
限
額　

60
万
円

◉
自
然
落
雪
型

　

住
宅
屋
根
の
雪
が
自
然
に
落
ち
る
屋
根

に
改
修
す
る
。

○
補
助
率　

対
象
工
事
費
の
２
割

○
補
助
上
限
額　

45
万
円

◉
雪
下
ろ
し
型

　

屋
根
に
命
綱
固
定
ア
ン
カ
ー
ま
た
は
親

綱
を
設
置
す
る
。（
物
置
含
む
）

○
補
助
率　

対
象
工
事
費
の
５
割

○
補
助
上
限
額　

８
万
円

※
融
雪
型
お
よ
び
自
然
落
雪
型
で
は
、
高

　

齢
者
世
帯
な
ど
の
場
合
に
補
助
率
・
限

　

度
額
が
か
さ
上
げ
と
な
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
の
で
、
別
途
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
農
村
整
備
係　

内
線
１
５
１
】

  

馬
曲
温
泉
い
き
い
き
デ
ー
運
行
日
程

　

馬
曲
温
泉
い
き
い
き
デ
ー
の
運
行
日
程

（
８
月
23
日
（

火
）

～
９
月
16
日
（

金
））
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◉
８
月

○
23
日
（

火
）
南
鴨
・
高
石
・
庚
・
市
之
割
・

　

西
小
路
・
中
島
・
部
谷
沢
・
原
大
沢
・

　

千
石
・
上
千
石
・
平
沢
・
馬
曲

○
26
日
（

金
）

糠
千
・
山
口
・
柳
久
保
・
大
町
・

　

中
町
・
西
町
・
池
の
平
・
ス
キ
ー
場

〇
30
日
（

火
）

中
村
・
小
見
・
和
栗
・
稲
荷
・

　

北
鴨
・
内
山
・
栄
町

◉
９
月

○
６
日
（

火
）

糠
千
・
山
口
・
柳
久
保
・
大
町
・

　

中
町
・
西
町
・
池
の
平
・
ス
キ
ー
場

○
９
日
（

金
）

中
村
・
小
見
・
和
栗
・
稲
荷
・

　

北
鴨
・
内
山
・
栄
町

○
13
日
（

火
）

南
鴨
・
高
石
・
庚
・
市
之
割
・

　

西
小
路
・
中
島
・
部
谷
沢
・
原
大
沢
・

　

千
石
・
上
千
石
・
平
沢
・
馬
曲

○
16
日
（

金
）

糠
千
・
山
口
・
柳
久
保
・
大
町
・

　

中
町
・
西
町
・
池
の
平
・
ス
キ
ー
場

※
各
地
区
の
乗
車
場
所
に
、
午
前
10
時
ま

　

で
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
（
ス
キ
ー
場

　

地
区
は
９
時
45
分
）。

※
池
の
平
地
区
の
方
は
、
当
日
午
前
９
時

　

ま
で
に
馬
曲
温
泉
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
４
】

   

農
業
後
継
者
に
奨
励
金
を
交
付

　

村
で
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
及
び

農
業
後
継
者
不
足
の
中
、
新
た
な
担
い
手

農
家
を
確
保
し
地
域
農
業
の
振
興
を
図
る

た
め
、
平
成
24
年
度
か
ら
農
業
の
後
継
者

や
新
規
就
農
者
に
１
０
０
万
円
の
奨
励
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
20
日
、次
の
２
人
の
農
業
後
継
者
・

新
規
就
農
者
に
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◉
奨
励
金
交
付
者
（
経
営
者
・
地
区
）

○
土
屋　

一か
ず
た太
さ
ん
（
一か
ず
お夫
さ
ん
・
北
鴨
）

　

主
要
作
目　

野
菜

○
秋
元　

夏な
つ
き姫
さ
ん
（
新
規
・
大
町
）

　

主
要
作
目　

野
菜
・
花
き

【
農
林
係　

内
線
１
３
１
】
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産
前
産
後
の
国
民
年
金
保
険
料
が

　
　
　
　
　
　
　
　

免
除
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
が
出
産
し

た
と
き
、
出
産
前
後
の
一
定
期
間
の
国
民

年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

産
前
産
後
期
間
と
し
て
認
め
ら
れ
た
期

間
は
、
将
来
、
被
保
険
者
の
年
金
額
を
計

算
す
る
際
に
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と

し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

◉
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
期
間

　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る

月
の
前
月
か
ら
４
か
月
の
国
民
年
金
保
険

料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

※
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
（
４
か
月
）
以

　

上
の
分ぶ
ん
べ
ん娩

で
、
死
産
、
流
産
、
早
産
を

　

含
み
ま
す
。

◉
対
象
と
な
る
方

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

◉
届
出
受
付
開
始
日

　

出
産
予
定
日
の
６
か
月
前

◉
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

母
子
健
康
手
帳

　
（
出
産
予
定
日
の
わ
か
る
も
の
）

　

お
申
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場

生
活
環
境
係
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
１
】

　請求期限は令和 5 年３月 31 日です。請求期限を過ぎると、第十一回特別弔慰金を受ける
権利がなくなりますので、お早めにご請求ください。

第十一回特別弔慰金の請求期限が近づいています
戦没者等のご遺族の皆様へ

　
【支給対象となる方】
　令和２年４月１日（基準日）において、「恩給法による公務扶助料」や「戦傷病者戦没者遺族
等援護法による遺族年金」などを受ける方（戦没者等の妻や父母等）がいない場合に、次の順番
による先順位のご遺族お一人に支給します。
支給対象者は、戦没者等の死亡当時のご遺族で
　１．令和２年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方
　２．戦没者等の子　　 
　３．戦没者等の①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹
　　　※戦没者等の死亡当時、生計関係があったことなどの要件により、順番の入れ替えあり
　４．上記１から３以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪など）
　　　※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計関係があった方に限ります。
◉ 支給内容　国債名称「第十一回特別弔慰金国庫債券　い号」　額面 25 万円（５年償還）
◉ 請求・問合せ先　健康福祉係　内線 124

     
く
ら
し
と
健
康
の
相
談
会

◉
弁
護
士
の
無
料
相
談
が
で
き
ま
す

　

失
業
・
倒
産
・
多
重
債
務
・
家
庭
問
題

等
に
つ
い
て
弁
護
士
が
無
料
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。
あ
わ
せ
て
保
健
師
に
よ
る
無
料

の
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況

　

に
よ
っ
て
は
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◉
日
に
ち　

９
月
１
・
８
・
15
・
22
・
29
日

　
　
　
　
　
　
　
　
（
い
ず
れ
も
木
曜
日
）

◉
時
間
（
予
約
制
）

○
１
回
目　

午
後
２
時
～
３
時

○
２
回
目　

午
後
３
時
～
４
時

◉
場
所　

北
信
保
健
福
祉
事
務
所

　
（
飯
山
市
大
字
静
間
１
３
４
０
―

１　

　

県
飯
山
庁
舎
）

◉
予
約
方
法

　

相
談
希
望
日
の
前
週
金
曜
日
の
正
午
ま

　

で
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
予
約
先

　

北
信
保
健
福
祉
事
務
所　

　

健
康
づ
く
り
支
援
課　

　

電
話
０
２
６
９
（
６
２
）
６
１
０
４

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
６
】
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【マイナポイント第２弾とは？】
　マイナンバーカードを使って、次の申し込みをすることで、最大２万円分のポイントがもらえるお

得なキャンペーンです。この機会に、マイナンバーカードを作りましょう。

※マイナポイントは期間限定です。お申し込みはお早めに！！

【生活環境係　内線１２２】

６月３０日からマイナポイント第２弾が開始

◉マイナポイントの対象
　令和 4 年 9 月末までに交付申請されたカー
ド及び令和 5 年 2 月末までに申し込んだマイ
ナポイントが対象となります。
　

【マイナポイントの取得方法】
①マイナンバーカードを取得し、キャッシュレ
　ス決済サービスに紐づける
　（１人につき最大 5,000 円分のポイント付与）
　マイナンバーカードを取得し、選んだキャッ
シュレス決済サービス（ＱＲコード決済、電子
マネー、クレジットカードなど）に紐づけて
チャージやお買い物をすると、そのサービスで
ご利用金額の 25％分のポイントがもらえます。
使用できる決済サービスについて、詳しくは総
務省のウェブサイトをご確認ください。
https://mynumbercard.point.
　　　soumu.go.jp/service_search/

②マイナンバーカードを健康保険証として利用
　申込みをする
　（１人につき 7,500 円分のポイント付与）

③公金受取口座の登録を行う
　（１人につき 7,500 円分のポイント付与）

※合計 1 人につき最大 20,000 円分のポイント
　が受け取れます。

【問合せ】  マイナンバー総合フリーダイヤル（無料）
　　　　電話 0120（95）0178　（9 時 30 分～ 20 時）

【マイナンバーカードをお持ちでない方】
◉役場で申請サポートを行っています
　役場では、平日申請サポートを行っています。
役場で顔写真を撮影し、その場で職員が交付申
請します。
　また、平日に役場に来ることが難しい方は、
休日予約窓口を開設していますので、ご利用く
ださい。
　マイナポイントの付与期限が近づくにつれ、
窓口の混雑に伴い、カード作成の遅延が予想さ
れます。時間に余裕をもってお申し込みください。

◉持ち物
・個人番号通知書（または通知カード）
※無い方は来所時にお申し出ください

・身分証明書
※１点必要なもの（運転免許証・パスポート（日本
　国発行のもの）など顔写真付きの本人確認書類）
※２点必要なもの（健康保険証、年金手帳、預
　金通帳（キャッシュカード）、学生証など）
※貼り付けたい顔写真（4.5cm × 3.5cm サイズ）
　がある場合は、ご持参ください。
※家族などの代理人申請もできます。委任する
　方の個人番号、顔写真（4.5cm × 3.5cm サイ
　ズ）をお持ちください。
　

【休日予約窓口】　時間：午前 9 時～正午
○ 9 月 10 日（土）、11 日（日）
○ 10 月 8 日（土）、   ９日（日）
※予約が必要です。生活環境係までご連絡くだ
　さい。

マイナポイントをもらう方法
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年会費　２，０００円

【政策情報係　内線１１４】「ふるさと応援団木島平会」会員募集

　ふるさと応援団木島平会は、木島平村出身者と木島平村を応援していただける方で組織されており、現在の
会員数は約 200 名です。ふるさと木島平村の応援を目的に、平成 14 年に発足し、日頃から木島平村を想い
ながらＰＲ活動などをしています。また、村と連携しながら会員同士の交流と親睦を深めているほか、毎年総
会や新年会等を開催し、関係者との交流も行っています。
　年会費や、会員特典は次のとおりですので、ご家族やご親戚、お知り合いの方にご紹介いただき、入会を希
望される場合は、総務課政策情報係までご連絡ください。

  【会員特典】
　①やまびこの丘公園・にこにこファーム（入園無料）

　②馬曲温泉望郷の湯（入浴料大人 100 円引）

　③パノラマランド木島平（宿泊料 1 割引・入浴料 50 円引）

　④木島平観光㈱ 商品券 1,000 円分贈呈

　⑤会報及び村広報誌の発送（月１回）

　
  災害用の備蓄食品は

     定期的に入れ替えましょう

南鴨区防災会　

宝くじ助成金で防災用品を整備

【相談事例】
　備蓄用に購入していたレトルトカレーが、気が付
くと賞味期限を過ぎていた。試しに一度食べたが、
味に変化はなかった。まだたくさん残っているが、
食べても支障はないか。

【アドバイス】
　災害発生時に備えて、普段から飲料水や保存の効
く食料などを備蓄しておきましょう。「賞味期限」
はおいしく食べられる期限のことであり、食べられ
なくなる期限ではありません。適切な消費を心掛け、
定期的に確認しましょう。
　日頃から保存性の高い
食品を少し多めに買い置
きし、賞味期限などを考
えながら計画的に使い、
新たに買い足す「ローリ
ングストック法」も有効
です。　　　　　　　　【生活環境係　内線１２１】

　市町村振興宝くじ（サマージャンボ）の収益金を
財源としている、公益財団法人 長野県市町村振興
協会の地域活動助成事業を活用し、南鴨区防災会が
防災用品を整備しました。

◉整備品
　LED バルーン投光器（発電機付き）２台

【政策情報係　内線１１３】
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◉
各
学
校
の
奨
学
金
制
度

　

独
自
で
奨
学
金
や
授
業
料
免
除
等
の
制

度
を
設
け
て
い
る
大
学
等
も
あ
り
ま
す
。

要
件
等
は
学
校
に
よ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
各
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◉
そ
の
他
の
奨
学
金
制
度

　

ろ
う
き
ん
奨
学
会
な
ど
、
民
間
で
奨
学

金
制
度
を
設
け
て
い
る
企
業
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
医
療
系
学
生
、
保
育
士
な
ど
、

専
門
的
な
分
野
ご
と
に
設
け
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
村
以
外
の
各
制
度
に
つ

い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
も
情
報

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
い
ず
れ
の
制
度
も
貸
付
け
を
受

け
る
の
は
お
子
さ
ん
で
す
。
親
子
で
一
緒

に
相
談
し
、
お
子
さ
ん
や
ご
家
庭
の
状
況

に
合
っ
た
制
度
を
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

 

【
子
育
て
支
援
係　

内
線
１
６
２
】

    

お
子
さ
ん
の
就
学
を
支
援
し
ま
す

　
　
　

   

奨
学
金
制
度
の
ご
紹
介

◉
木
島
平
村
奨
学
資
金
貸
付
事
業

　

村
で
は
、
高
校
生
以
上
の
就
学
を
支
援

す
る
た
め
、
無
利
子
で
奨
学
資
金
の
貸
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
係
る

影
響
を
受
け
て
、
家
計
が
急
変
し
た
方
も

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
年
度
途

中
か
ら
の
申
請
も
で
き
ま
す
。
貸
与
を
受

け
る
に
は
、い
く
つ
か
要
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
村
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
子
育
て
支
援
係
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
長
野
県
の
奨
学
金
制
度

　

県
で
は
、
高
校
生
等
や
高
校
等
へ
進
学

を
希
望
す
る
中
学
生
を
対
象
に
行
っ
て
い

る
奨
学
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
申
込
み
の

手
続
き
は
学
校
を
通
し
て
行
い
ま
す
。
募

集
期
間
や
要
件
等
、
詳
し
く
は
在
学
す
る

中
学
校
、
高
校
等
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◉
日
本
学
生
支
援
機
構
（

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
）

の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

奨
学
金
制
度

　

貸
付
型
奨
学
金
と
給
付
型
奨
学
金
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
細
か
な
要
件
が
あ
り
ま

す
。
給
付
型
奨
学
金
も
、
令
和
２
年
４
月

か
ら
新
制
度
が
始
ま
り
対
象
者
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

シ
リ
ー
ズ　

コ
ミ
ス
ク
⑰　

　
　

ふ
る
さ
と
木
島
平
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
地
域
総
ぐ
る
み
で
育
て
よ
う
！

　

今
年
度
２
回
目
の
学
校
運
営
協
議
会

を
開
催
し
、
後
半
は
学
校
・
地
域
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
支
援
部
会
で
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

学
校
側
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
２
年
ほ

ど
間
が
空
い
て
し
ま
っ
た
り
、
ま
だ
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
に
人
を
集
め
に
く

か
っ
た
り
す
る
課
題
が
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。
一
方
、
そ
の
中
で
も
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
も
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
少
し
ず
つ

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や
学
校
行
事
を
再
開
さ
せ

て
い
き
た
い
と
の
意
見
で
一
致
し
て
い

ま
し
た
。

　

地
域
側
で
は
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
夏

休
み
で
、
小
中
学
生
と
地
域
と
が
関
わ

れ
る
行
事
の
計
画
に
つ
い
て
部
会
員
そ

れ
ぞ
れ
の
現
場
か
ら
共
有
が
あ
り
ま
し

た
。「
学
校
の
外
で
こ
ど
も
達
を
見
守

り
育
て
る
こ
と
」
を
理
念
に
、
地
域
と

し
て
関
わ
る
こ
と
を
今
後
も
模
索
し
、

人
手
が
足
り
な
い
こ
と
や
困
っ
て
い
る

こ
と
を
部
会
員
で
共
有
、
助
け
合
っ
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。（
夏

休
み
中
に
誰
で
も
参
加
の
地
域
ぐ
る
み

ラ
ジ
オ
体
操
、
久
し
ぶ
り
の
こ
ど
も
カ

フ
ェ
実
施
、
中
高
生
と
一
緒
に
整
備
し

賑
わ
っ
て
い
る
道
の
駅
フ
ァ
ー
ム
ス
木

島
平
に
つ
い
て
な
ど
）

　

い
ず
れ
の
部
会
の
取
組
も
、
子
ど
も

た
ち
が
木
島
平
村
で
沢
山
の
思
い
出
や

経
験
を
作
り
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
願

っ
て
い
る
点
が
共
通
し
て
い
ま
し
た
。

【
子
育
て
支
援
係　

内
線
１
６
１
】
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食で健康！おすすめレシピ⑤

エネルギー (1 人分 )：528kcal、食塩相当量：4.7 ｇ

「サバ缶となすの冷やしみそそうめん」

　暑い日が続き、さっぱりとしたものが欲しくなる
この時期。食卓に麺類が並ぶことも多いのではない
でしょうか。麺類だけの食事ではたんぱく質やミネ
ラル等の栄養素が不足しやすくなります。火を通さ
ずに食べることができる缶詰や野菜なども上手く利
用し、暑さに負けない体づくりをしていきましょう。

〈作り方〉
①なすとみょうがは薄い半月切り、大葉はせん切り、
　きゅうりは薄切りにする。
②耐熱容器になすと水、和風だしを入れ、ふんわりと
　ラップをして 600 Ｗの電子レンジで 3 分加熱する。
③そうめんは規定通りにゆで、冷水でしめて水気をし
　っかり切り、器に盛る。
④ ②にサバ水煮缶 ( 汁ごと )、きゅうり、【Ａ】を加
　えよく混ぜる。
⑤ ④をそうめんにかけ、氷をのせ、みょうが、大葉、
　ごまをかけて完成。　　【健康福祉係　内線１２７】

〈材料 / １人分〉
・そうめん ( 乾麺 )‥‥一束
・サバ水煮缶(汁ごと)1/2缶
・なす‥‥‥‥‥‥‥1/2 本
・きゅうり‥‥‥‥‥1/2 本
・みょうが‥‥‥‥‥1/2 個
・大葉‥‥‥‥‥‥‥‥2 枚
・和風だし(顆粒)小さじ1/4

・白すりごま‥‥‥‥‥‥少々
・水‥‥‥‥‥‥‥‥‥100ml
・氷 ( 適量 )
【Ａ】
　みそ‥‥‥‥‥‥大さじ 1/2
　めんつゆ (3 倍濃縮 ) 大さじ 1
　おろししょうが‥小さじ 1/2

【活用事例 Vol.1　ふるさとサロン】

　「木島平村 協働のむらづくり支援金」は、地域の活力を生み
出す発展性及び継続性のある事業に対して応援するための支援
金です。
　今回はふるさとサロンの「介護予防に関する事業」を紹介し
ます。ふるさとサロンは認知症予防や介護予防につなげようと、
主に、体操や軽運動、ゲームを中心に行っています。時には講
師の先生を招いて学習会や講演会なども行っています。
　７月 12 日には、仲間同士の交流を図るために、ジャンボ長
谷川さん（大町地区出身）によるミニライブが開催されました。
　支援金は、運動用のボールや手先の運動のための折り紙や風
船等の購入費に活用されています。

【政策情報係　内線１１３】

令和 4 年度
協働のむらづくり支援金事業　活用事例を紹介します

(
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健　康

だより

夏
バ
テ
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

保健師
滝沢未

み く

来

健康福祉係
内線１２７

夏バテを予防するためには

①こまめな水分補給
　夏は冬にくらべ汗をかきやすく、体内の水分が失われやすいです。
　1 日１L ～ 1.5L を目標にこまめに水分補給をしましょう。
　水分補給は熱中症予防の効果もあります。
②体を冷やしすぎない
　屋内は冷房で冷えており、屋外は猛暑となります。
　気温差の大きい屋内、屋外を行き来することで、内臓の働きや代謝、体温を調
節する自律神経が乱れてしまいます。屋内外の温度差が大きくひらかないように
こまめに部屋の温度を調節しましょう。
③睡眠時間の確保
　夏の夜は暑く寝苦しさがあり、なかなか寝付けない方も多いと思います。しか
し疲労回復と自律神経を整えるには睡眠が大切です。睡眠環境を整えぐっすり眠
るようにしましょう。
④ 1 日 3 食、バランスのよい食事
　少量でも多くの品目を食べられるようにしましょう。
★パワーとスタミナの素になるたんぱく質（肉、魚、たまご、
　大豆製品など ）
★糖質をエネルギーに変える ビタミン B1（豚肉、うなぎ、
　豆類など）は積極的にとりましょう。

夏バテとは

　８月に入り暑さが増し、夏本番です。皆さんは、食欲がなくなったり、疲れ
がとれなかったり、なんだかはっきりしないけど体調が悪いことはありません
か。このような症状のあるかたは、「夏バテ」の可能性があります。
　「夏バテ」は高温多湿の夏にからだが対応できずに起こる、さまざまな体調
不良のことを指して言います。

今年も猛暑！夏バテにご注意を

夏バテの原因

暑さと冷えの繰り返し
体内の水分不足
食欲不振

夏バテの影響

自律神経が乱れる
脱水症状
栄養不足
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こ
ん
に
ち
は 

保
健
補
導
員
会
で
す

　高齢者とそのご家族からの相談をいつでも受け付けています。
　お困りの際は地域包括支援センターへご相談ください。
　★健康福祉係　内線 126・128
　★直通電話　　0269（82）4771

　基本チェックリストでは、加齢に伴う心身の変化を手軽に確認することができます。早期に変化を
キャッチして、介護予防を始めましょう。

＊お口の健康・・・口の中だけでなく頬や顎の動き等も関係します
　「お茶や汁物でむせる」、「口の渇きが気になる」といったことはありませんか。お口の健康が
低下してくると、食べる力が弱くなって栄養が偏ったり、笑う・話す等のコミュニケーション能
力が低下したり、全身の健康にも影響が出てきます。
＊からだの健康はお口から
　まずは、毎日のお手入れが基本です。歯ブラシやフロス等を使って、1 日 3 回丁寧に歯磨きを
しましょう。食事はよく噛んで食べ、家族や友人等とおしゃべりする機会を増やして、口まわり
の筋肉を動かすことも大切です。また、歯が痛くなくても、年に 1 回は歯科検診を受けましょう。

介護予防の基本チェックリストをお返ししています

地域包括支援センター

歯が抜けてから義歯を使わないと 2.5 倍「転倒」しやすいとも。
義歯を適切に使用し、転倒予防やフレイル予防をしましょう。

2022.8

包括だより

木島平村地域包括支援センター

　

７
月
22
日
、
保
健
補
導
員
会
正
副
会

長
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
月
は

そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

私
た
ち
が
生
き
て
い
く
た
め
に
は
食

事
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
食
べ
る
た
め

に
は
口
の
機
能
が
保
た
れ
て
い
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

 

「

自
分
の
歯
」

は
何
本
あ
り
ま
す
か
？

　

歯
を
失
う
原
因
の
第
1
位
は
歯
周
病

で
、
人
口
の
約
70
％
の
人
が
歯
周
病
を

患
っ
て
い
る
国
民
病
と
も
言
え
ま
す
。

歯
周
病
は
、
歯
を
支
え
て
い
る
組
織
が

破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
病
気
で
、
こ
れ
に

よ
り
ち
ょ
っ
と
噛
み
に
く
く
な
っ
た
り

歯
が
グ
ラ
グ
ラ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
初

期
で
な
い
と
治
ら
な
い
た
め
、
定
期
的

な
歯
科
健
診
が
大
切
で
す
。
ま
た
定
期

的
に
歯
科
受
診
し
て
い
る
方
が
、
歯
の

本
数
が
減
ら
な
い
と
い
う
統
計
が
出
て

い
る
の
で
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
持

ち
歯
科
受
診
を
し
ま
し
ょ
う
。

歯
周
病
菌
は
生
き
て
い
る
た
め
、

口
だ
け
で
な
く
全
身
に
影
響
し
ま
す

　

歯
周
病
を
予
防
す
る
こ
と
で
左
図
に

あ
る
病
気
の
予
防
や
悪
化
防
止
が
で
き

ま
す
。
口
腔
内
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と

で
、
口
腔
内
細
菌
数
が
減
っ
て
、
飛
沫

感
染
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
や
重
症

化
予
防
に
も
な
る
そ
う
で
す
。

【
保
健
補
導
員
会
事
務
局

　
　
　
（
健
康
福
祉
係
）
内
線
１
２
６
】

自
分
の
お
口
は
健
康
で
す
か
？

・脳梗塞・認知症

・誤嚥性肺炎

・心筋梗塞・心内膜炎

・動脈硬化・糖尿病

・低出生体重児・早産

歯周病が
影響する
病気
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今
年
の
４
月
に
木
島
平
村
に
や
っ
て
き

ま
し
た
、
長
野
市
出
身
の
長
野
安
那
と
申

し
ま
す
。
長
野
市
…
と
言
っ
て
も
山
間
部

で
生
ま
れ
育
っ
た
の
で
、
自
然
は
大
好
き

で
す
。

　

趣
味
で
山
岳
ア
ス
リ
ー
ト
活
動
を
し
て

お
り
、
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
に
は
自
転
車

や
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
冬
は
ス
キ
ー

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
そ
ん
な
活
動
の
中

で
、
一
年
を
通
し
て
木
島
平
村
に
訪
れ
る

よ
う
に
な
り
、
自
然
の
中
で
人
が
暮
ら
し

て
い
る
様
子
が
と
て
も
素
敵
だ
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
少
し
で
も
村
の
生
活

に
近
づ
こ
う
と
、
プ
ラ
ン
タ
ー
菜
園
で
作
っ

た
ち
ょ
っ
と
し
た
野
菜
や
ハ
ー
ブ
で
料
理

を
し
た
り
な
ど
、
奮
闘
し
て
い
ま
す(

笑)

　

普
段
は
、
木
島
平
村
観
光
振
興
局
に
勤

務
中
。
わ
た
し
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
ウ
ェ

ブ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
「
行
っ
て
み
た

い
！
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
村
の

魅
力
を
県
内
外
の
方
に
お
伝
え
す
る
こ
と

で
す
。
主
に
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
使
っ
て
、

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
「
め
ぐ
る
木
島
平
」
の

名
前
で
写
真
な
ど
を
使
っ
た
情
報
発
信

を
し
て
い
ま
す
。

　

美
し
い

景
色
や
オ

モ
シ
ロ
情

報
を
発
信

す
る
た
め

に
、
日
々
、

情
報
探
し

の
旅
に
出

て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
も

た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
地
元
民
な
ら
で
は

の
情
報
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
教

え
て
く
だ
さ
い
！
目
指
す
は
フ
ォ
ロ
ワ
ー

１
万
人
！
村
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
達
成
で

き
た
ら
嬉
し
い
で
す
！

地
域お こ し協力隊

問合せ 0269(82)2800

長野　安
あ ん な

那

村内の映えスポット探索中

◀
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
は
県
内
外
の

　
レ
ー
ス
で
優
勝
！

飯水岳北勤労者共済会に
加入しませんか

9月 10 日～ 16 日は
自殺予防週間です

　飯水岳北勤労者共済会では、飯山市・木島平村・
野沢温泉村・栄村の中小企業・商店・個人事業所
などで働く人を対象に、個々の事業所では難しい
福利厚生を支援しています。
◉事業内容
①保険（共済）給付事業
　結婚祝金、出生祝金、子の入学祝金、死亡保険
金、傷病休業保険金など
②厚生事業
　飯水岳北管内指定施設割引券の配布、長野県市
町村勤労者互助会・共済会で協定している宿泊施
設や観光施設などの割引やサービスの提供など
◉会費　入会金 100 円／人　
　　　　月額 300 円／人
◉お申込み・問合せ
　飯水岳北勤労者共済会事務局
　（飯山市役所商工観光課内）
　電話　0269（67）0731

　自殺の多くは周りの人の気づきで防ぐことがで
きます。一見普通にみえても誰にも相談できず悩
んでいる人が近くにいるかもしれません。
　もし、あなたが悩みを抱えていたら、ぜひ相談
してください。大切な人が悩みを抱えていること
に気づいたら、声をかけてみてください。悩みを
話してくれたら、話をそらしたり、「そんなことで」
と否定したり、安易に励ましたりせず、じっくり
と話を聴いて相談窓口を紹介してあげてください。
　その後は、あたたかく見守ってあげてください。
　みんなで取り組み、いのちを支え、自殺のない
地域にしていきましょう。
◉村相談窓口
○健康相談・介護相談（月 1 回）…保健センター
○心配ごと相談 ( 毎月第 1 水曜日 9 時～ 12 時 )
　…保健センターリハビリ室　※ 1 月は第 2 水曜日
　上記以外でも、随時保健師が相談に乗ります。

【健康福祉係　内線１２６】

シ
リ
ー
ズ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
⑦
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シ
リ
ー
ズ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
⑦

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う

◆
ジ
ェ
ン
ダ
ー
っ
て
な
に
？

　

性
の
違
い
と
い
う
と
、
こ
れ
ま
で
は
男

性
・
女
性
で
分
け
る
の
が
一
般
的
で
し
た
。

　

し
か
し
、
新
た
な
性
の
考
え
方
と
し
て

「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
」
と
い
う
人
た
ち
の
存
在

を
社
会
が
受
け
入
れ
る
こ
と
が
大
切
に
な

っ
て
い
ま
す
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
と
は
、
生
ま

れ
つ
き
の
性
別
と
体
や
心
の
性
別
が
違
う

人
だ
っ
た
り
恋
愛
対
象
が
同
じ
性
別
の
人

だ
っ
た
り
す
る
人
の
こ
と
で
す
。

【
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
表
す
意
味
】

Ｌ
：
レ
ズ
ビ
ア
ン
（
女
性
同
性
愛
者
）

　

女
性
と
し
て
、
女
性
が
好
き
な
人

Ｇ
：
ゲ
イ
（
男
性
同
性
愛
者
）

　

男
性
と
し
て
、
男
性
が
好
き
な
人

Ｂ
：
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
（
両
性
愛
者
）

　

男
女
ど
ち
ら
も
恋
愛
対
象
に
な
る
人

Ｔ
：
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー

　

生
物
的
な
性
別
と
自
分
で
認
識
し
て
い

　

る
性
別
が
異
な
る
人

Ｑ
：
ク
エ
ス
チ
ョ
ニ
ン
グ

　

自
分
の
性
別
が
分
か
ら
な
い
、
決
め
て

　

い
な
い
人

Ｑ
：
ク
ィ
ア

　

性
的
少
数
者
（
セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ

　

テ
ィ
）
の
人
や
、
既
存
の
性
の
カ
テ
ゴ

　

リ
に
当
て
は
ま
ら
な
い
人
々
の
総
称

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
人
た
ち
は
、
様
々
な

場
面
で
差
別
を
受
け
や
す
い
立
場
に
あ

り
ま
す
。
ど
ん
な
性
の
あ
り
方
で
も
、

こ
れ
ま
で

の
先
入
観

に
と
ら
わ

れ
ず
、
そ

の
人
の
あ

り
方
を
理

解
し
、
認

め
合
う
こ

と
が
大
切

で
す
。

　

身
近
な
例
と
し
て
、
自
分
の
家
庭
で

も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
考
え
る
こ
と
は
で
き

ま
す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
は
、
お
父

さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
仕
事
も
家
事
も
育

児
も
、す
べ
て
に
お
い
て
協
力
し
合
い
、

同
じ
よ
う
に
分
担
す
る
こ
と
で
す
。
自

分
の
家
で
は
、
家
族
そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な

家
事
を
ど
れ
く
ら
い
分
担
し
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
書
き
出
し
て
比
べ
て
み
る

と
、
わ
が
家
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
ラ
ン
ス

が
見
え
て
く
る
は
ず
で
す
。
家
事
の
量

だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
大
変
さ
の
違
い

に
つ
い
て
も
家
族
で
話
し
合
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
う
言

葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
「
女
の
子
だ
か
ら
」「
男
の
子
だ
か
ら
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

男
女
の
違
い
に
は
、
体
の
つ
く
り
の
ほ

か
に
、
社
会
的
・
文
化
的
役
割
の
違
い

が
あ
り
ま
す
。「
男
性
は
こ
う
あ
る
べ

き
、
女
性
は
こ
う
あ
る
べ
き
、
す
べ
き
」

と
、
み
ん
な
が
無
意
識
の
う
ち
に
決
め

つ
け
て
い
る
男
性
と
女
性
の
違
い
を

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」と
言
い
ま
す
。例
え
ば
、

「
外
で
働
く
の
は
男
性
で
、
家
の
こ
と

を
す
る
の
は
女
性
」、「
男
性
は
黒
、
女

性
は
赤
」
な
ど
と
決
め
つ
け
る
こ
と
。

こ
う
い
っ
た
先
入
観
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
不
平
等
や
差
別
を
生
ん
で
い
ま
す
。

　

大
人
に
な
っ
て
も
、
外
で
自
由
に
仕

事
を
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
ず
、
家
事
や

育
児
に
専
念
す
る
し
か
な
い
、
家
庭
の

中
で
暴
力
を
受
け
る
な
ど
、
差
別
に
苦

し
む
女
性
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
目
指
す
の
は
、
男
性
も

女
性
も
社
会
的
に
平
等
で
あ
る
こ
と
。

男
性
だ
か
ら
、女
性
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

様
々
な
差
別
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
社
会

を
つ
く
る
努
力
が
必
要
で
す
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
決
め
つ
け
る
の
で
は

な
く
お
互
い
を
認
め
合
う
こ
と
、そ
し
て
、

個
人
を
尊
重
す
る
こ
と
で
す
。

【
教
育
委
員
会
人
権
推
進
室

  

電
話
０
２
６
９
（

８
２
）

２
０
４
１
】

 

身
体
的
な
性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
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Shimotakai
  Nourin
　 High
　   School

下
高
井
農
林
高
校 

掲
示
板

地
域
の
高
校
「
下
高
井
農
林
高
校
」
の

取
組
み
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　

７
月
２
日
、
松
本
市
に
お
い
て
「
高
校

生
か
ら
学
ぶ
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
～
自

然
環
境
に
配
慮
し
た
も
の
づ
く
り
に
つ
い

て
～
」
と
題
し
た
公
開
講
座
（
長
野
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
催
）が
開
催
さ
れ
、

本
校
グ
リ
ー
ン
デ
ザ
イ
ン
科
２
・
３
年
生

６
名
が
講
師
を
つ
と
め
ま
し
た
。

　

本
校
生
徒
は
、
伝
統
工
芸
の
技
術
継
承

や
自
然
と
の
共
生
を
意
識
し
た
活
動
な

ど
、
自
ら
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
り
組
み

を
ク
イ
ズ
形
式
で
発
表
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
考
え
る

時
間
を
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
共
有
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
生
徒

指
導
の
も
と
、
小
沼
ほ
う
き
や
バ
ン
ブ
ー

キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
を
体
験
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
須
賀
川
竹
細
工
の
実
演

で
は
、
生
徒
が
伝
統
工
芸
の
技
を
披
露
し

て
参
加
者
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

　

植
物
科
学
コ
ー
ス
で
は
、
２
年
前
か
ら

栄
小
学
校
と
交
流
し
て
野
菜
栽
培
の
楽
し

さ
な
ど
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
栽
培
か
ら

販
売
ま
で
児
童
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
行

い
、
農
業
を
通
し
た
社
会
性
の
構
築
を
図

り
ま
し
た
。
ま
た
、
畑
で
の
交
流
実
習
だ

け
で
な
く
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
や
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト

と
い
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
交
流

も
多
く
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
継
続
的
で
質

の
高
い
交
流
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
校
生
徒
は
事
前
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
栽

培
に
つ
い
て
学
習
し
、
児
童
の
皆
さ
ん
に

わ
か
り
や
す
く
栽
培
方
法
な
ど
を
指
導
す

る
た
め
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。今
後
も
、本
校
生
徒
が
培
っ

た
学
び
を
最
大
限
生
か
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
交
流
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

７
月
23
日
、
２
年
グ
リ
ー
ン
デ
ザ
イ
ン
科

19
名
が
農
村
交
流
館
で
開
催
さ
れ
た
木
島

平
こ
ど
も
カ
フ
ェ
に
参
加
し
ま
し
た
。
本
校

生
徒
は
２
年
前
か
ら
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
参
加
し
、子
供
達
と
触
れ
合
っ
て
い
ま
す
。

　

事
前
に
、
木
島
平
こ
ど
も
カ
フ
ェ
の
代

表
を
務
め
る
梅
嵜
正
行
さ
ん
に
こ
ど
も
カ

フ
ェ
を
始
め
る
き
っ
か
け
や
子
供
達
と
の

接
し
方
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
遊
び
の
ル
ー
ル
を
考
え
、

準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

体
育
館
で
は
一
緒
に
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を

し
た
り
、
子
ど
も
達
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
に

答
え
た
り
し
て
遊
び
ま
し
た
。
ま
た
、
折
り

紙
で
花
や
昆
虫
な
ど
の
折
り
方
を
子
ど
も

達
に
教
え
た
り
、
オ
セ
ロ
や
将
棋
を
一
緒
に

し
た
り
も
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を

地
域
の
皆
さ
ん
と
実
践
し
、
地
域
と
の
連
携

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

高校生から学ぶ
サステナビリティー

栄小学校との交流

木島平こどもカフェ

駐 在 所
だ よ り

木島平村駐在所
☎ 0269(82)4137

　

夏
の
行
楽
期
、
車
で
お
出
か
け
の
機

会
も
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

楽
し
い
ひ
と
時
は
、
安
全
運
転
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
交
通
事
故
は
楽
し
い
ひ

と
時
を
一
瞬
で
消
し
去
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
次

の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
暑
い
夏
の
行
楽

期
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

◉
ゆ
と
り
の
あ
る
運
転
を

①
時
間
と
心
に
ゆ
と
り
を
持
つ

②
必
要
な
休
憩
を
取
る

③
車
間
距
離
を
空
け
る

◉
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
安
全
確
認

①
交
差
点
で
の
確
実
な
安
全
確
認

②
住
宅
街
や
走
り
慣
れ
て
い
な
い
道
で

　

は
速
度
を
落
と
し
、
慎
重
な
運
転
を

◉
バ
イ
ク
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

　

８
月
は
二
輪
車
の
交
通
事
故
が
１
年

で
最
も
増
え
る
時
期
で
す
。
安
全
に
バ

イ
ク
を
楽
し
む
た
め
、
次
の
ポ
イ
ン
ト

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

夏
の
交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て
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飯　山　市
いいやま駅まつり～鉄フェス with 信越自然郷～ 影絵師 SAKURA 展  ～おはなしの世界～

中小企業の働き方改革を
無料で支援します

　飯山駅駅員さんと飯山駅探検隊（駅構内案内ツ
アー）や、駅ナカワードラリーなどいろんなイベン
ト盛りだくさん！ また各種「伝統文化体験」もで
きるほか、駅前に出店もならび、地域のおいしいも
のも大集合！ どなたでも大歓迎！！
　詳細は、随時、信州いいやま観光局の WEB サイ
ト最新情報でお知らせいたします。
　https://www.iiyama-ouendan.net/
※新型コロナウイルス感染症の状況により、イベン
　トの中止または内容に変更が生じる場合がござい
　ます。
◉日程　9 月 24 日（土）
◉時間　午前 9 時 30 分～午後３時 30 分
　※ワードラリーの引換えは 26 日午後６時まで
◉場所　北陸新幹線飯山駅
◉入場無料
◉問合せ　
　飯山駅観光案内所　電話 0269(62)7000

野沢温泉村

2022.8

若槻 徳
のりみち

道
巡査部長

木 島 平 村
駐 在 所

①
カ
ー
ブ
の
手
前
で
減
速

②
交
差
点
で
の
安
全
確
認

③
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
の
着
用

　

令
和
５
年
４
月
採
用
、警
察
官
Ｂ（
４

年
制
大
卒
以
外　

男
・
女
）
と
警
察
行

政
職
員
（
高
校
卒
業
程
度
）
の
採
用
試

験
の
受
付
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

受
験
申
込
書
の
受
付
は
８
月
26
日

（
金
）
ま
で
、
第
１
次
試
験
は
警
察
官

Ｂ
が
９
月
18
日
（
日
）、
警
察
行
政
職

員
採
用
試
験
が
９
月
25
日
（
日
）
で
両

方
の
受
験
も
可
能
で
す
。

　

締
め
切
り
ま
で
日
数
が
少
な
く
な
り

ま
し
た
。
受
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
早
め
に
受
験
申
込
書
を
ご
提
出
く
だ

さ
い
。
採
用
試
験
に
関
す
る
お
問
合
せ

は
飯
山
警
察
署
ま
た
は
木
島
平
村
駐
在

所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

長
野
県
警
察
官
Ｂ
（
男
・
女
）
と

警
察
行
政
職
員
採
用
試
験

そ
の
他
、
長
野
県
警
で
は

様
々
な
情
報
を
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

　様々な角度から光と影の表現に取り組む影絵アー
ティスト、SAKURA さん。
　切り抜かれた黒いシルエットと、カラフルで柔ら
かい色彩の影でお話の世界を描きます。
　今回は新作を含む物語の
影絵作品６点と、影絵芝居
に使う人形などを展示しま
す。
　温かみのある光と影が織
りなすお話の世界をお楽し
みください。

◉開催期間　9 月 24 日（土）まで
◉開館時間　午前 9 時～午後 5 時
◉休館日　　月曜日（9/19 開館、9/20 休館）
◉入館料　　大人 300 円、小中学生 150 円
◉問合せ　　おぼろ月夜の館　0269(85)3839

　社会保険労務士や中小企業診断士等の専門家
が様々なお困りごとの解決を支援します。

【問合せ】　長野働き方改革推進支援センター
　　　　　電話：0120（088）703
　　　　　メール：nagano@task-work.com
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月
　

二
十
歳
を
祝
う
会　

14
時
～

16

火
　

17

水
　

家
庭
の
日　

18

木

19

金

20

土

21

日

22

月
　

農
業
委
員
会
総
会　

13
時
30
分
～

23

火
　

有
機
農
業
講
習
会
②　

15
時
～
17
時

24

水
　

教
育
委
員
会
定
例
会　

15
時
30
分
～

25

木
　

議
会
９
月
定
例
会
（
～
９
月
16
日
）

26

金

27

土

28

日

29

月

30

火

31

水

８月
村税等の口座振替日は 8 月 25 日㈭です。
前日までに口座残高の確認をお願いします。

社協関係の行事は 31 ページ
「社協の予定」をご覧ください。

生ごみを 捨てる前には
ギューっと ひと絞り

エコパーク寒川
燃える

ごみ処分量
令和４年７月 令和３年７月 前年同月比

79,980kg 68,670kg 116%

燃えない
ごみ処分量

令和４年７月 令和３年７月 前年同月比

5,110kg 3,460kg 148%

　燃えるごみ処分量を減らしましょう

　分別収集とリサイクルにご協力ください。

　ルールを守り、 気持ち良くゴミを出しましょう。

きちんと分別
燃やせるごみと 資源ごみ

※政策情報係では広報誌に掲載する有料広告を募集しています。
【政策情報係　内線１１４】

有 

料 

広 

告

16

【生活環境係（消費者の会）　内線１２１】

持続可能なエコ活動　Vol.8

【捨てないで　卵の殻】
〇水筒や細長い花瓶などの容器洗いに活用
　細かく砕いた殻と少量の水でシャカシャカと上下
　にシェイク
〇細かく砕いて茶渋落としや研磨剤に活用
〇布巾などの汚れ落とし（卵の殻と一緒に煮沸）
〇肥料として
　乾燥させて粉砕してから撒くと
　効果が高まります

捨てればゴミでも使えば資源に！

業務上での新型コロナウイルス感染は

労災保険給付の対象となります

■感染経路が業務によることが明らかな場合
■感染経路が不明の場合でも、感染リスクが高い
　業務に従事し、それにより感染した見込みが強
　い場合
■医師・看護師や介護の業務に従事される方々に
　ついては、業務外で感染したことが明らかな場
　合を除き、原則として対象
■症状が持続し、療養等が必要と認められる場合
　も保険給付の対象です
※詳しくは「新型コロナウイルスに関する Q&A
　（労働者の方向け）」で検索してください。

村
税
等
納
期
限

村
税
等
口
座
振
替
日



1

木

2

金
　

社
会
人
権
同
和
教
育
研
修
講
座　

19
時
～

3

土　

図
書
館
ま
つ
り　

10
時
～

4

日
　

休
日
エ
コ
プ
ラ
ザ　

９
時
～
11
時
45
分

5

月

6

火

7

水
　

心
配
ご
と
相
談　

９
時
～
12
時

　

議
会
９
月
定
例
会
一
般
質
問
（
～
８
日
）　

10
時
～

8

木
　

健
康
相
談
・
介
護
相
談　

９
時
～
11
時

9

金

10

土
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
窓
口　

９
時
～
12
時

　

村
民
ゴ
ル
フ
大
会　

９
時
～

11

日
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
窓
口　

９
時
～
12
時

　

高
社
山
一
周
駅
伝

12

月

13

火

14

水

15

木

17

９月

広
報
配
布
日

市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急

木島平村 １ 0 22 野沢温泉村 1 0 20 その他 0 0 7

飯山市 ０ 0 92 栄村 0 0 17 《合計》 2 0 158

件 件 件 件 件件 件件 件７月の出動件数（岳北消防本部）

受付：13：00 ～ 13：15
場所：保健センター
◉四種混合：8 月 29 日㈪
◉日本脳炎：9 月 1 日㈭
◉ヒブ・肺炎球菌・ロタウイルス：
　　　　　　　　9 月 5 日㈪
　ロタウイルス対象：
　　　　 令和 4 年 4 月～ 6 月生

うまれ

◉日本脳炎：9 月 14 日㈬

日にち：9 月 13 日㈫
受付：14：30 ～ 15：00
場所：保健センター
対象：平成 31 年 3 月
　　　　　　～令和元年 8 月生
持ち物：母子手帳

日にち：8 月 31 日㈬
受付：13：00 ～ 13：30
場所：保健センター
対象：令和元年 7 月生
　　　令和 2 年 1・7 月生
　　　令和 3 年 8 月生
　　　令和 4 年 1・4 月生

日にち：8 月 22 日㈪
受付： 11：45 ～ 12：00
場所：木島平クリニック
対象：令和 4 年 1 月生

日にち：9 月15日㈭
受付： 11：30 ～ 11：45
場所：木島平村診療所
対象：令和 4 年 2 月生

予 防 接 種 子ども健康相談

おうち時間　家族で点検　火の始末

【８月 20 日㈯～９月 19 日㈪】

日時：9 月 8 日㈭ 9：00 ～ 11：00
場所：保健センター

保護者同士の交流の場として、おひさ
ま保育園プレイルームを開放します。
日時：月曜日～金曜日（保育園開所日）
　　9：30 ～ 11：30

場所：おひさま保育園プレイルーム
◉８月 23 日㈫　9：45 ～
　「かおり先生の食育教室」
◉８月 30 日㈫　9：45 ～
　「絵本に親しもう♪」
◉９月６日㈫　9：45 ～
　「ベビーマッサージ」※要申込
◉９月13日㈫　9：45 ～
　「親子ふれあい遊び」（運動）

おひさま広場

おひさま教室

新型コロナウイルス感染症の
影響など行事等が変更となる
場合があります。

ド人
権
か
る
た

ッ
ジ
ボ
ー
ル　

み
ん
な
で
や
れ
ば　

楽
し
い
な

乳幼児健診

３歳児視機能検査

BCG 予防接種
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令
和
４
年
６
月
第
２
回
定
例
会

　
行
政
事
務
一
般
質
問

村
政
に
対
し
て
８
人
の
議
員
が
質
問

し
ま
し
た
。

※

紙
面
の
都
合
上
、
質
問
順
と
掲
載
順

　
が
異
な
り
ま
す
。

一般質問の要旨は、質問者自らでまとめています。

湯
本
産
業
課
長

①
特
別
栽
培
米
や
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
米
に
取

　

り
組
み
、更
に
畑
作
も
有
機
栽
培
の

　

安
心
安
全
な
生
産
地
を
ど
の
よ
う
に

　

進
め
た
ら
良
い
の
か
考
え
て
い
き
た
い
。

③
本
年
度
か
ら
薪
ス
ト
ー
ブ
購
入
に

　

補
助
金
を
出
し
、薪
や
木
質
ペ
レ
ッ
ト

　

の
普
及
を
推
進
し
て
い
る
。

山
嵜
民
生
課
長

④
農
林
漁
業
を
営
む
た
め
の
、や
む
を

　

得
な
い
場
合
な
ど
例
外
が
あ
る
。

⑤
熊
の
出
没
期
は
、生
ご
み
を
土
に

　

埋
め
た
り
、肉
や
魚
介
類
の
残
飯
は

　

可
燃
ご
み
と
し
て
提
出
さ
れ
た
い
。

⑥
油
性
調
味
料
の
ビ
ン
は
、不
燃
ご
み
、

　

汚
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

　

や
、プ
ラ
ご
み
は
、可
燃
ご
み
へ
。

丸
山
総
務
課
長

②
廃
棄
物
処
理
を
含
め
、太
陽
光
発
電

　

に
つ
い
て
、検
討
を
継
続
。

⑦
取
り
組
む
団
体
等
が
あ
れ
ば
支
援
し
、

　

移
動
効
率
が
良
く
経
済
的
に
実
施

　

可
能
と
な
る
こ
と
が
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
。

再
質
問

ア
．農
業
は
、コ
ス
ト
削
減
を
図
ら
ざ
る

　

を
得
な
い
。加
工
米
分
を
畑
作
転
換
で
、

　

環
境
に
優
し
い
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

　

力
を
進
め
、国
内
１
０
０
に
限
定
さ

　

れ
た
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
に
手
を

　

挙
げ
る
べ
き
。

イ
．太
陽
光
発
電
セ
ル
に
、鉛
、カ
ド
ミ

　

ウ
ム
、ヒ
素
、セ
レ
ン
な
ど
、規
制
が
重
要
。

ウ
．薪
ス
ト
ー
ブ
の
実
績
報
告
は
。

エ
．ご
み
処
理
を
通
じ
て
環
境
に
や
さ
し

　

く
、家
計
コ
ス
ト
を
下
げ
ら
れ
る
か
。

オ
．大
学
連
携
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
報
告

　

を
、村
政
発
展
の
気
づ
き
に
つ
な
げ
る

　

職
員
の
教
育
は
。

村　

長

イ
．地
球
温
暖
化
は
、村
民
の
健
康
懸
念

　

も
含
め
、太
陽
光
発
電
に
分
が
あ
る
。

ウ
．木
質
燃
料
や
剪
定
で
樹
木
の
活
動

　

が
活
発
に
な
る
こ
と
で
、カ
ー
ボ
ン

　

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
な
る
。

オ
．村
民
意
見
等
に
気
づ
き
の
で
き
る
職

　

員
を
期
待
す
る
。

湯
本
産
業
課
長

ア
．適
地
適
作
も
あ
り
、大
規
模
農
家
の

　

例
を
参
考
に
し
た
い
。

ウ
．薪
ス
ト
ー
ブ
の
実
績
の
把
握
を
検
討

　

し
た
い
。

山
嵜
民
生
課
長

エ
．野
焼
き
は
、周
辺
住
民
の
理
解
が

　

必
要
。行
政
が
推
奨
で
き
な
い
。生
ご
み

　

の
共
同
処
理
等
、コ
ス
ト
を
含
め
て

　

研
究
を
進
め
た
い
。

再
々
質
問

Ａ
：
適
地
適
作
が
で
き
る
基
盤
整
備
が

　

必
要
。オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
構
想

　

で
対
応
で
き
な
い
か
。

Ｂ
：
太
陽
光
発
電
、県
チ
ラ
シ
と
村
の

　

施
策
の
違
い
は
。

湯
本
産
業
課
長

Ａ
：
ど
の
よ
う
な
有
機
農
業
、オ
ー
ガ

　

ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
の
推
進
が
村
に
合
う

　

か
研
究
し
た
い
。

村　

長

Ｂ
：
自
分
で
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
自
ら
作

　

り
出
す
の
が
基
本
姿
勢
。

　
　

　
自
然
・
く
ら
し
・
農
業

議
員

　

全
て
の
行
政
施
策
は
、村
民
に
や
さ
し

い
村
づ
く
り
に
集
約
さ
れ
る
。

①「
有
機
の
里
」は
ど
う
な
る
。

②
太
陽
光
発
電
は
や
さ
し
い
か

③
木
質
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
は

④
野
焼
き
に
よ
る
農
薬
削
減

⑤
ご
み
処
理
と
野
生
動
物

⑥
リ
サ
イ
ク
ル
と
環
境
負
荷

⑦
大
学
連
携
提
案
に
よ
る
利
便
性
と

　

家
計
コ
ス
ト
の
削
減
施
策

村　

長

　

有
機
の
里
づ
く
り
や
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
の
各
種
事
業
は
、環
境

に
や
さ
し
い
村
づ
く
り
。

①
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
の
課
題
も

　

あ
り
、地
域
循
環
型
農
業
の
実
践
は

　

環
境
保
全
上
、重
要
。多
様
な
有
機
の

　

里
づ
く
り
を
進
め
る
。

質
　
問

村
　
長

村
　
長

村
　
長

　
環
境
に
や
さ
し
い
木
島
平
村
に
向
け
て

環
境
に
や
さ
し
い

　
　
　
　
　
村
づ
く
り
に
つ
い
て

土
屋 

喜
久
夫

湯
本
産
業
課
長

湯
本
産
業
課
長

山
嵜
民
生
課
長

山
嵜
民
生
課
長

丸
山
総
務
課
長

再
質
問

再
々
質
問

湯
本
産
業
課
長
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質　

問

　

小
麦
価
格
の
上
昇
に
よ
り
米
粉
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。米
粉
商
品
へ
の
関
心

や
期
待
、需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
。

①
以
前
、米
粉
パ
ン
と
し
て
、学
校
給
食

　

に
提
供
し
て
い
た
。現
在
は
。

②
村
で
も
過
去
の
経
験
を
踏
ま
え
、米

　

粉
に
よ
る
製
品
化
、米
の
消
費
拡
大

　

に
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

村　

長

②
米
粉
の
活
用
に
よ
る
米
の
消
費
拡
大

　

は
必
要
な
対
策
と
考
え
て
い
る
。

島
崎
子
育
て
支
援
課
長

①
米
の
消
費
拡
大
を
目
的
に
、村
内
産

　

コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使
用
し
た
米
粉
パ
ン

　

を
平
成　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で

　

学
校
給
食
で
提
供
し
た
。

　
　

村
で
は
更
な
る
米
の
消
費
拡
大
に

　

加
え
て
、食
育
の
観
点
か
ら
、あ
え
て

　

米
粉
に
せ
ず
、お
い
し
い
お
米
を
提
供

　

す
る
た
め
米
飯
給
食
に
切
り
替
え
、

　

子
ど
も
た
ち
に
提
供
し
て
い
る
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
は
、全
世
界
に

と
っ
て
喫
緊
の
課
題
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

本
村
で
は「
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
」を
策
定
し
、温
暖
化
防
止
の
指
針

と
し
て
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

①
現
在
ど
の
よ
う
な
事
業
が
進
め
ら
れ

　

て
い
る
か
。ま
た
、そ
の
効
果
は
。

②
削
減
目
標
達
成
の
た
め
の
村
民
へ
の

　

周
知
が
足
り
な
い
の
で
は
。

丸
山
総
務
課
長

①
目
に
見
え
た
成
果
が
表
れ
て
い
な
い

　

が
、引
き
続
き
事
業
の
周
知
と
村
民

　

の
意
識
醸
成
を
図
っ
て
い
く
。

②
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
予
定
。今
年
度
は
、

　

講
演
会
や
小
中
学
生
向
け
の
体
験
会

　

な
ど
も
計
画
し
て
い
る
。

質　

問

　

国
保
税
が
村
民
の
生
活
に
重
く
の
し

か
か
っ
て
い
る
。保
険
税
軽
減
の
道
は
な

い
か
。

　

今
年
４
月
よ
り
国
保
制
度
が
改
定
、

全
世
帯
の
未
就
学
児
を
対
象
に
均
等
割

国
保
税
の
５
割
が
公
費
負
担
に
よ
り
軽

減
さ
れ
て
い
る
。こ
の
改
定
に
併
せ
て
、

村
と
し
て
支
援
対
象
者
を
小
学
校
卒
業

年
齢
ま
で
引
き
上
げ
で
き
な
い
か
。

山
嵜
民
生
課
長

　

軽
減
対
象
年
齢
の
拡
充
を
行
う
よ
う

長
野
県
町
村
会
を
通
じ
て
国
へ
要
望
し

て
い
る
。対
象
年
齢
の
拡
充
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
、引
き
続
き
機
会
が
あ
る
ご
と

に
国
、県
へ
要
望
し
て
い
き
た
い
。

再
質
問

　

法
定
内
繰
入
は
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
、国
保
税
を
引
き
下
げ
る

た
め
の
法
定
外
繰
入
は
行
っ
た
か
。

山
嵜
民
生
課
長

　

国
保
税
軽
減
対
象
に
な
っ
た
被
保

険
者
数
に
応
じ
た
繰
入
、財
政
安
定
化

支
援
事
業
分
に
つ
い
て
繰
入
を
実
施
。

い
ず
れ
も
法
定
内
繰
入
と
し
て
認
め
ら

れ
て
い
る
。

　

法
定
外
繰
入
は
、平
成　

年
国
保
税

の
不
足
で　

万
円
繰
入
し
た
以
降
実
施

し
て
い
な
い
。

質　

問

　

今
、憲
法
改
正
が
国
政
の
場
で
議
論

さ
れ
て
い
る
。地
方
自
治
体
の
長
と
し

て
、村
長
の「
憲
法
第
９
条
」に
対
す
る

考
え
方
、政
治
姿
勢
を
伺
う
。

村　

長

　

日
本
の
憲
法
９
条
は
世
界
に
誇
れ
る

も
の
と
思
う
。し
か
し
、そ
の
価
値
を

高
め
る
た
め
に
は
相
手
国
な
ど
に
憲
法

９
条
と
国
際
平
和
を
願
う
国
だ
と
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
が 

前
提
に
な
る
。

　

ま
ず
日
本
が
平
和
で
あ
り
続
け
る

た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
、国
民

に
と
っ
て
最
重
要
課
題
で
あ
り
、議
論

す
べ
き
。憲
法
改
正
は
そ
の
結
果
次
第
と

考
え
る
。

①
現
在
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

②
民
営
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
実
状
と

　

民
営
化
後
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

③
専
門
事
業
者
へ
の
業
務
委
託
料
の
内
容
は

④
民
有
地
の
土
地
所
有
者
の
理
解
、

　

水
源
の
問
題
は
な
い
の
か

⑤
民
営
化
後
の
観
光
施
設
、ス
キ
ー
場

　

発
展
を
ど
う
確
約
す
る
か
。

村　

長

①
具
体
的
に
事
業
者
の
選
定
を
進
め
て
い
る

②
資
金
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
民
間
事
業

　

者
が
、自
由
に
運
営
し
て
い
く
こ
と
が

　

必
要
。時
代
に
合
っ
た
新
た
な
活
性
化

　

に
つ
な
が
る
。

湯
本
産
業
課
長

③
資
産
等
の
評
価
業
務
、事
業
者
選
定
、

　

契
約
事
務
な
ど
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
的
な

　

委
託
業
務
に
関
す
る
経
費
。 

④
今
後
、村
も
間
に
入
り
調
整
も
必
要
。

　

水
源
は
、問
題
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

⑤
事
業
継
続
が
条
件
と
考
え
て
い
る
。

再
質
問

　

民
営
化
が
実
現
し
な
か
っ
た
場
合
も
、

ス
キ
ー
場
は
、継
続
す
る
と
の
こ
と
だ
が
。

村　

長

　

今
す
ぐ
経
営
を
や
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
。な
ん
と
か
で
き
る
う
ち
は
続
け
て

い
き
た
い
。

質
　
問

再
質
問

観
光
施
設
民
営
化
に
つ
い
て

質
　
問
米
粉
に
よ
り
コ
メ
の
消
費
拡
大
を

質
　
問
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

質
　
問
国
保
保
険
税
に
つ
い
て

質
　
問

再
質
問

村
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

18
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諸
物
価
高
騰
か
ら
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の
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援
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る
か

山
浦
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議
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観
光
の
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の
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興
等
、村
政
へ
の
期
待
は
大
き
い
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長
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長
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長
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必
要
な
時
に
、村
は
助
成
を
行
う
の
か
。

　

ま
た
、固
定
資
産
税
の
減
免
を
行
う

の
か
。

湯
本
産
業
課
長

　

基
本
的
に
は
民
間
の
事
業
者
に
負
担

を
お
願
い
し
て
い
く
。

質　

問

①
中
野
市
で
は
、子
育
て
支
援
と
し
て
、

　

移
住
し
た
乳
幼
児
に
補
助
金
を
支
給

　

し
て
い
る
。本
村
も
対
象
者
や
金
額

　

を
拡
大
し
た
補
助
制
度
を
設
け
て
は

　

ど
う
か
。

②「
空
き
家
１
０
０
均
」は
、将
来
的
な

　

廃
屋
対
策
だ
け
で
な
く
、移
住
推
進

　

に
も
つ
な
が
る
。取
り
組
む
考
え
は

　

な
い
か
。

③
子
育
て
世
帯
支
援
策
と
し
て
学
校
給
食

　

費
の
補
助
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

④
除
雪
機
購
入
に
対
す
る
補
助
制
度
を

　

設
け
て
は
ど
う
か
。　

村　

長

②
多
様
な
移
住
者
を
呼
び
込
む
に
は
有
効

　

な
手
段
の
一
つ
だ
と
理
解
、検
討
す
る
。

③
近
年
の
物
価
上
昇
等
に
よ
り
現
行
の

　

給
食
費
で
維
持
す
る
の
が
難
し
く

　

な
っ
て
き
て
い
る
。給
食
費
の
改
定
の

　

際
に
公
費
負
担
に
つ
い
て
も
考
え
る
。

島
﨑
子
育
て
支
援
課
長

①
こ
れ
か
ら
立
ち
上
げ
る
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ

　

ク
ト
チ
ー
ム
な
ど
で
検
討
し
て
い
く
。

丸
山
総
務
課
長

④
区
や
団
体
等
へ
の
共
同
利
用
、共
同

　

管
理
を
前
提
に
、村
の
補
助
で
は
な
く
、

　

助
成
事
業
の
活
用
を
基
本
に
検
討

　

す
る
。

再
質
問

❶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
い
つ
ま
で
に

　

立
ち
上
げ
、結
論
を
出
す
の
か
。

❷
学
校
給
食
費
補
助
は
、子
育
て
世
帯

　

支
援
策
、移
住
促
進
対
策
と
し
て

　

質
問
し
た
。

❸
除
雪
機
購
入
の
助
成
の
採
択
の
見
込

　

み
の
件
数
は
。

　
　

ま
た
、山
ノ
内
町
で
は
、家
庭
用
の

　

購
入
に
対
し
て
、購
入
費
用
の
４
分

　

の
１
以
内
、　

万
円
を
上
限
と
し
て

　

補
助
す
る
。低
所
得
者
に
限
っ
て
助
成

　

は
ど
う
か
。

村　

長

❷
ど
う
い
う
形
で
負
担
し
て
い
く
か

　

考
え
る
。

島
﨑
子
育
て
支
援
課
長

❶
こ
の
ほ
ど
メ
ン
バ
ー
を
決
定
。早
め
に

　

対
応
す
る
。

丸
山
総
務
課
長

❸
採
択
に
つ
い
て
は
、確
約
で
き
な
い
。

　

移
住
者
へ
す
る
の
か
、低
所
得
者
の
方

　

へ
す
る
の
か
、全
村
民
の
方
を
対
象
に

　

す
る
の
か
慎
重
に
検
討
す
る
。

質　

問

①
過
去
５
年
間
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

お
よ
び
集
落
支
援
員
の
委
嘱
者
数
と

　

活
動
内
容
は
。

②
地
域
お
こ
し
協
力
隊
お
よ
び
任
期

　

終
了
後
の
隊
員
の
起
業
状
況
と
定
住

　

率
は
。

③
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、起
業
と

　

定
住
と
い
う
本
来
の
目
的
に
従
い
、

　

産
業
振
興
や
人
口
増
、村
の
活
性
化

　

に
、集
落
支
援
員
は
集
落
の
活
性
化

　

な
ど
、将
来
に
つ
な
が
る
隊
員
の
募
集

　

に
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。

丸
山
総
務
課
長

①
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
委
嘱
は

　

８
人
。１
人
が
文
化
財
の
整
理
保
護

　

業
務
、７
人
が
観
光
振
興
業
務
。集
落

　

支
援
員
は　

人
で
、そ
ば
振
興
、荒
廃

　

地
対
策
等
４
人
、地
域
福
祉
６
人
、

　

集
落
振
興
２
人
、観
光
振
興
３
人
。

②
起
業
し
た
隊
員
は
い
な
い
。定
住
は
４

　

人
で　

％
。

③
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
は
、

　

今
年
度
か
ら
本
業
務
に
支
障
が
出
な

　

い
範
囲
で
副
業
を
認
め
て
い
る
。

　
　

集
落
支
援
員
は
、村
全
体
を
集
落

　

と
位
置
づ
け
、耕
作
放
棄
地
対
策
や

　

そ
ば
振
興
、地
域
福
祉
対
策
、観
光
振

　

興
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て

　

い
る
。

　
観
光
施
設
民
営
化
が
必
要
な
理
由
と
村
の
方
針
は
？

質　

問

①
民
営
化
が
必
要
な
理
由
は
。

②
村
の
現
時
点
で
の
基
本
的
な
方
針
・

　

考
え
方
は
。

③
住
民
説
明
会
資
料
に
、後
方
支
援
と

　

し
て
団
体
支
援
、事
業
者
支
援
等
と

　

あ
る
が
、そ
の
内
容
は
。

④
村
が
行
っ
て
い
る
木
島
平
観
光
㈱
へ
の

　

出
資
金
、貸
付
金
、損
失
補
償
し
て
い

　

る
借
入
金
は
ど
う
な
る
の
か
。

⑤
今
後
の
住
民
説
明
会
の
開
催
予
定

　

は
。ま
た
、夜
間
の
開
催
も
必
要
。

村　

長

①
②
村
の
財
政
負
担
が
軽
減
さ
れ
、他

　

の
施
策
に
人
的
に
も
財
政
的
に
も
力

　

を
向
け
ら
れ
る
。民
間
事
業
者
の

　

資
力
と
ノ
ウ
ハ
ウ
が
新
た
な
展
開
を

　

生
む
こ
と
で
、地
域
活
性
化
を
め
ざ
す
。

③
観
光
施
設
運
営
企
業
、民
間
事
業
者

　

等
へ
の
新
た
な
支
援
策
が
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、Ｐ
Ｒ
や
主
要
ア
ク
セ
ス
道
路
の

　

改
良
整
備
な
ど
様
々
施
策
が
可
能
。

湯
本
産
業
課
長

④
現
時
点
で
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

⑤
状
況
が
変
わ
れ
ば
、夜
も
含
め
て

　

開
催
す
る
。

再
質
問

　

リ
フ
ト
や
ホ
テ
ル
等
の
更
新
や
修
繕
が

質
　
問
観
光
施
設
の
民
営
化
に
つ
い
て

質
　
問

質
　
問

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

　
　
　
　
集
落
支
援
員
に
つ
い
て

村
　
長

村
　
長

村
　
長

湯
本
産
業
課
長

湯
本
産
業
課
長

再
質
問

島
崎
子
育
て
支
援
課
長

島
崎
子
育
て
支
援
課
長

丸
山
総
務
課
長

丸
山
総
務
課
長

丸
山
総
務
課
長

再
質
問

15

15
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③
事
業
者
選
定
に
向
け
て
進
め
て
い
る
。

④
観
光
㈱
の
経
営
状
況
か
ら
時
間
的

　

余
裕
が
少
な
い
こ
と
。観
光
事
業
が

　

行
政
主
体
で
来
た
経
過
が
あ
り
、皆

　

さ
ん
に
民
営
化
の
理
解
を
頂
く
こ
と
。

⑦
ス
キ
ー
場
は
事
業
者
が
多
く
、す
ぐ

　

に
中
止
は
で
き
な
い
。現
状
の
ま
ま
で

　

は
将
来
的
な
継
続
は
難
し
い
。

湯
本
産
業
課
長

①
会
社
譲
渡
が
先
行
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

②
可
能
な
施
設
か
ら
民
営
化
を
進
め
て

　

い
く
。土
地
も
有
効
に
活
用
し
て
頂

　

け
る
の
で
あ
れ
ば
検
討
し
て
い
き
た
い
。

⑤
今
後
の
事
業
者
選
定
や
交
渉
等
の
中

　

で
、で
き
る
だ
け
早
く
移
行
で
き
る
よ

　

う
お
願
い
を
し
て
い
き
た
い
。

⑥
契
約
の
段
階
で
、一
定
期
間
は
土
地

　

な
ど
事
業
の
使
用
用
途
指
定
が
で
き
る

　

約
束
が
可
能
な
の
か
ど
う
か
、相
談

　

を
し
て
い
き
た
い
。

質　

問

　

観
光
㈱
は
資
本
勘
定
が
マ
イ
ナ
ス
と

な
る
債
務
超
過
に
至
っ
て
い
る
が
、民
営

化
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、３
月
議
会
で
資
金
シ
ョ
ー
ト（
運
転

資
金
と
借
入
金
の
返
済
）対
策
と
し
て

経
営
支
援
金
５
０
０
０
万
円
の
補
正
予

算
が
可
決
さ
れ
た
。算
出
根
拠
と
し
て

村
か
ら
の
借
入
金
の
元
金
返
済
を
前
提

と
し
た
8
0
0
万
円
が
含
ま
れ
て
い
る

と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
が
、償
還
日
返
済

が
さ
れ
て
お
ら
ず
、村
は
了
承
し
た
旨
の

説
明
が
あ
っ
た
。公
正
公
平
の
観
点
か
ら
、

支
援
金
の
使
用
目
的
、使
途
お
よ
び
債

務
管
理
を
村
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

村　

長

　

目
的
外
使
用
と
い
う
こ
と
に
は
当
た

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

再
質
問

　

議
論
の
結
果
、償
還
金
は
返
済
す
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、決
め
た
こ
と
は
き
ち
ん

と
守
っ
て
も
ら
う
、そ
の
基
本
的
な
対
応

を
村
は
し
な
か
っ
た
。支
援
金
を
交
付
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、答
弁
は
当
初
の
内
容

と
は
異
な
り
、償
還
見
込
み
が
で
き
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、そ
の
調
査

確
認
を
し
て
き
た
の
か
。

　

ま
た
、村
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
内
部

統
制
に
つ
い
て
は
疑
問
を
感
じ
る
が
、

考
え
を
伺
う
。債
権
者
は
村
長
で
あ
り
、

債
務
者
も
観
光
㈱
代
表
取
締
役
社
長
、

つ
ま
り
村
長
で
あ
る
わ
け
で
、そ
こ
に

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
対
す
る
甘
え
が

み
え
る
よ
う
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
が
、

考
え
を
伺
う
。返
済
が
遅
れ
た
た
め

　

％
の
遅
延
違
約
金
が
発
生
す
る
が
、

支
援
金
を
無
駄
に
使
っ
た
形
に
な
る
。

村　

長

　

最
終
的
に
は
私
の
判
断
と
い
う
こ
と
で
、

ご
了
承
い
た
だ
き
、お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

　

ま
た
、村
が
出
資
し
て
い
る
三
セ
ク
等

の
代
表
と
自
治
体
の
首
長
が
同
じ
と

い
う
の
は
、ま
ず
い
と
い
う
こ
と
は
再
三

申
し
上
げ
て
き
た
が
、未
だ
に
解
消
で
き

て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
も
お
詫
び
申
し

上
げ
る
。

質　

問

　

昨
年　

月
、令
和
５
年
度
オ
ー
プ
ン

に
向
け
た
運
営
改
善
方
針
の
説
明
が

あ
っ
た
が
異
論
が
相
次
い
だ
。運
営
改
善

方
針
の
計
画
変
更
が
あ
る
か
。施
設
の
あ

り
方
を
再
検
討
し
、事
業
の
見
直
し
も

必
要
だ
。

村　

長

　

長
年
に
わ
た
る
課
題
を
根
本
的
に
解

決
す
る
た
め
、多
く
の
意
見
を
聴
取
し

な
が
ら
、抜
本
的
な
見
直
し
も
視
野
に

入
れ
た
方
針
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

施
設
の
運
営
改
善
に
向
け
て
の
市
場

性
の
有
無
や
実
現
可
能
性
の
把
握
な

ど
、必
要
な
機
能
や
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て

の
提
案
を
広
く
民
間
か
ら
聴
取
し
た
い
。

湯
本
産
業
企
画
室
長

　

改
善
計
画
方
針
を
全
く
白
紙
に
す
る

予
定
は
な
い
。現
時
点
で
大
き
な
課
題
は

屋
根
改
修
と
補
助
金
返
還
の
２
つ
。事

業
導
入
後
７
年
経
過
を
し
、修
繕
後
、再

修
繕
の
懸
念
が
あ
る
の
で
、改
め
て
再

検
討
し
、民
間
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら

再
度
方
針
を
練
り
直
し
て
い
き
た
い
。

　

村
は
、本
年
３
月
、公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
の
見
直
し
改
定
を
行
い
、　

観
光
施
設
を
民
間
譲
渡
す
る
方
針
を

決
定
し
た
。新
聞
報
道
も
あ
り
、村
民
の

関
心
が
一
気
に
高
ま
っ
た
。

①
民
営
化
に
向
け
見
直
し
や
内
容
が

　

変
更
に
な
っ
た
点
は
あ
る
か
。

②
民
間
譲
渡
対
象
施
設
の
民
営
化
に

　

向
け
た
考
え
方
が
あ
る
か
。土
地
は

　

ど
う
い
う
考
え
で
い
る
の
か
、

③
進
捗
状
況
は
。

④
民
営
化
を
進
め
る
課
題
は
何
か
。

⑤
譲
渡
先
に
つ
い
て
伺
う
。

⑥
譲
渡
先
の
事
業
の
撤
退
、停
止
、売
却

　

を
防
止
す
る
対
策
の
考
え
が
あ
る
か
。

⑦
３
月
の
一
般
質
問
で
民
営
化
が
で
き

　

な
か
っ
た
場
合
、施
設
事
業
の
中
止
、

　

停
止
も
考
え
て
い
く
と
答
弁
し
て
い

　

る
が
、住
民
説
明
会
で
は
、事
業
継
続

　

の
方
針
が
示
さ
れ
た
。観
光
㈱
へ
の
経

　

営
支
援
金
は
今
回
が
最
後
と
の
こ
と
で

　

あ
り
、財
政
支
援
が
で
き
な
い
中
で
、

　

事
業
継
続
は
厳
し
い
の
で
は
。

村　

長

②
民
間
事
業
者
の
資
金
力
と
ノ
ウ
ハ
ウ

　

が
新
た
な
展
開
を
生
む
こ
と
で
、地
域

　

活
性
化
を
め
ざ
し
て
い
く
。

質
　
問

質
　
問

質
　
問

フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
」の

　
　
　
　
運
営
改
善
計
画
に
つ
い
て

観
光
施
設
民
営
化
に
つ
い
て

借
入
金
に
係
る
債
務
管
理
に
つ
い
て

村
　
長

村
　
長

村
　
長

勝
山
　
卓
議
員

11

再
質
問

18

湯
本
産
業
課
長

村
　
長

10

　
民
営
化
に
よ
る
事
業
が
安
定
的
に
継
続
的
に
運
営
さ
れ
、

　
魅
力
あ
る
新
た
な
観
光
地
域
づ
く
り
に
期
待

湯
本
産
業
企
画
室
長
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人
材
は
活
か
し
て
用
い
、業
務
は
迅
速
に

丸
山 

邦
久
議
員

　

基
本
と
し
て
い
る
。

四
、進
捗
は
次
の
と
お
り
。

①
素
案
が
で
き
て
い
る
。観
光
振
興
局
で

　

提
案
し
、具
体
的
な
事
業
に
す
る
。

②
こ
の
８
月
を
め
ど
に
コ
ン
テ
ン
ツ
化
・

　

商
品
化
し
運
用
販
売
を
開
始
す
る

　

予
定
。

再
質
問

①
統
一
コ
ン
セ
プ
ト
の
発
表
時
期
は
い
つ

　

に
な
る
の
か
。

②
経
費
に
見
合
う
仕
事
が
で
き
な
い

　

場
合
、２
年
で
打
ち
切
る
こ
と
も

　

あ
り
得
る
か
。

湯
本
産
業
課
長

①
観
光
振
興
局
の
総
会
で
発
表
す
る
。

②
コ
ン
セ
プ
ト
作
成
後
の
事
業
展
開
が

　

一
番
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

再
々
質
問

　

こ
の
事
業
の
村
の
負
担
が
１
０
０
万
円
。

１
０
０
万
円
を
基
準
に
判
断
す
る
こ
と

は
な
い
か
。

湯
本
産
業
課
長

　

か
け
た
経
費
の
成
果
で
判
断
し
た
い
。

質　

問

　

副
村
長
は
就
任
以
来
、人
材
育
成
を

最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
む
と
明
言

し
て
き
た
。副
村
長
就
任
か
ら
の
４
年

間
に
何
に
取
り
組
み
、何
を
達
成
さ
れ
た

か
伺
う
。

副
村
長

　

令
和
２
年
４
月
に「
木
島
平
村
人
材

育
成
基
本
方
針
」を
策
定
し
た
。ま
た
、

昨
年　

月
に
人
事
評
価
を
内
閣
人
事
院

か
ら
示
さ
れ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
変
更
し
た
。

　

い
ず
れ
も
達
成
と
い
う
段
階
で
は
な

い
が
、職
員
の
資
質
向
上
や
人
材
育
成

に
は
到
達
点
が
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

再
質
問

　

今
の
答
弁
か
ら
副
村
長
が
本
気
で

取
り
組
ん
で
い
る
か
ど
う
か
疑
問
だ
。

①
以
前
提
案
し
た
コ
ー
チ
ン
グ
に
つ
い
て

　

何
か
学
ば
れ
た
か
。

②「
木
島
平
村
人
材
育
成
基
本
方
針
」は

　

と
て
も
良
く
で
き
て
い
る
が
、具
体
的

　

に
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
。

　

副
村
長
の
経
験
を
も
と
に
し
た
マ
ニ
ュ

　

ア
ル
を
作
れ
ば
、後
の
職
員
の
た
め
に

　

大
変
役
に
立
つ
の
で
は
な
い
か
。

副
村
長

①
コ
ー
チ
ン
グ
は
、目
標
達
成
や
成
長

　

促
進
を
支
援
す
る
人
材
開
発
の
一
つ
。

　

コ
ー
チ
ン
グ
を
す
る
人
間
の
能
力
も

　

大
き
く
効
果
を
左
右
す
る
。一
朝
一
夕

　

に
効
果
が
出
る
も
の
で
は
な
い
の
で

　

長
く
継
続
す
る
こ
と
が
大
事
。

②
ご
提
案
と
い
う
こ
と
で
考
え
さ
せ
て

　

い
た
だ
き
た
い
。

再
々
質
問

　

で
き
な
い
理
由
を
言
わ
な
い
で
、で
き

る
方
法
を
考
え
る
。こ
れ
も
職
員
に
身
を

も
っ
て
教
え
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
か
。

副
村
長

　
「
で
き
な
い
理
由
を
考
え
な
い
で
、

ど
う
し
た
ら
で
き
る
か
を
考
え
る
」と

い
う
こ
と
は
、常
々
私
も
職
員
に
話
し
て

い
る
。引
き
続
き
人
材
育
成
に
努
め
て

い
く
。

質　

問

　

村
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
影
響
を
受
け
て

い
る
商
業
者
・
観
光
業
者
に
支
援
策
を

実
施
し
て
い
る
が
、商
品
券
の
現
金
化
に

時
間
が
か
か
り
、か
え
っ
て
資
金
繰
り
が

大
変
に
な
る
と
い
う
声
を
聞
く
。

　

観
光
㈱
に
対
す
る
補
助
金
は
３
月
３
日

の
議
会
の
承
認
後
、３
月　

日
に
極
め
て

速
や
か
に
支
払
わ
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な

迅
速
な
支
払
い
を
商
業
者
や
観
光
業
者

に
対
し
で
き
な
い
か
。

　

さ
ほ
ど
難
し
い
業
務
で
は
な
い
。迅
速

に
支
払
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
受
け
取
る

側
が
大
き
く
助
か
る
。ど
う
せ
や
る
な
ら

喜
ば
れ
る
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

村
長
の
考
え
を
伺
う
。

湯
本
産
業
課
長

　

可
能
な
こ
と
は
で
き
る
限
り
対
応
を

し
て
い
き
た
い
。

質　

問

　

昨
年
度
か
ら
地
域
活
性
化
起
業
人

（
以
下
、起
業
人
）を
受
け
入
れ
て
い
る
。

こ
の
取
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

一
、起
業
人
受
け
入
れ
の
目
的
は
何
か
。

二
、年
間
７
６
０
万
円
。今
年
度
で
１
５

　

２
０
万
円
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

　

が
見
合
っ
た
成
果
は
出
て
い
る
か
。

三
、起
業
人
の
勤
務
実
態
は
ど
う
な
っ
て

　

い
る
か
。

四
、起
業
人
の
業
務
の
進
捗
は
。

①
木
島
平
村
観
光
振
興
に
か
か
わ
る

　

統
一
コ
ン
セ
プ
ト（
企
画
・
広
告
な
ど

　

で
全
体
を
貫
く
統
一
的
な
視
点
や
考

　

え
方
）の
立
案
。

②
地
域
資
源
の
発
掘
、コ
ン
テ
ン
ツ

　
（
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
提
供

　

さ
れ
る
音
声
・
動
画
な
ど
の
情
報
の

　

内
容
）化
。

湯
本
産
業
課
長

一
、新
た
な
視
点
か
ら
村
の
魅
力
を

　

発
掘
・
商
品
化
し
発
信
す
る
こ
と
で

　

今
後
の
木
島
平
の
活
性
化
に
つ
な
げ

　

る
こ
と
。

二
、３
年
間
で
成
果
が
出
る
と
考
え
る
。

三
、月
の
２
分
の
１
を
勤
務
日
と
し
て
、

　

８
時　

分
か
ら
午
後
５
時　

分
を

質
　
問

質
　
問

地
域
活
性
化
起
業
人
に
つ
い
て

人
材
育
成
に
つ
い
て

業
務
の
迅
速
化
を

30

15

10

10

質
　
問

副
村
長

副
村
長

副
村
長

湯
本
産
業
課
長

湯
本
産
業
課
長

湯
本
産
業
課
長

湯
本
産
業
課
長

再
質
問

再
質
問

再
々
質
問

再
々
質
問
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②ａ
．鐘
は
た
き
＝
冬
期
は
積
載
車
に

　

よ
る
巡
視
パ
ト
ロ
ー
ル
に
変
更
。

ｂ
．操
法
大
会
の
あ
り
方
が
国
で
検
討

　

さ
れ
、今
年
度
か
ら
よ
り
実
践
的
な

　

操
法
に
見
直
し
を
図
っ
た
。

ｃ
．産
休
・
育
休
制
度
は
、あ
く
ま
で
も

　

団
員
の
判
断
で
。

再
質
問

ａ
．「
鐘
は
た
き
」は
冬
期
以
外
も
危
険
。

　

通
年
、ペ
ー
ジ
ン
グ
や
屋
外
放
送
等
で

　

は
ダ
メ
な
の
か
。

ｂ
．操
法
の
見
直
し
内
容
や
練
習
の

　

改
善
状
況
は
。

　
　

ラ
ッ
パ
隊
も
練
習
日
数
が
多
く
、大
会

　

出
場
が
負
担
な
団
員
も
い
る
の
で
は
。

ｃ
． 

制
度
が
な
け
れ
ば
取
得
し
づ
ら
い
。

　
「
子
育
て
支
援
」を
掲
げ
る
村
の
先
進

　

的
な
取
組
み
と
し
て
話
題
に
も
上
が
り
、

　

子
育
て
世
代
の
定
住
に
も
つ
な
が
る
。

　

ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

ｄ
．「
信
州
消
防
団
応
援
シ
ョ
ッ
プ
」は
、

　

村
内
２
箇
所
の
み
。村
の
観
光
施
設

　

さ
え
未
登
録
。働
き
か
け
の
状
況
は
。

丸
山
総
務
課
長

ａ
．打
鐘
の
効
果
含
め
、継
続
検
討
。

ｂ
．パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
的
な
行
動
は
外
さ

　

れ
た
。練
習
日
程
は
各
部
ご
と
。

ｄ
．村
関
連
施
設
は
再
度
確
認
し
た
い
。

　

優
遇
措
置
と
し
て
は
、他
の
方
法
も

　

継
続
し
て
検
討
し
た
い
。

　
　

人
口
減
少
や
社
会
情
勢
の
変
化
、

　

少
子
化
等
を
含
め
、消
防
団
全
体
の

　

中
で
検
討
を
継
続
し
た
い
が
、団
員

　

数
の
確
保
そ
の
も
の
が
有
事
の
際
の

　

貴
重
な
人
材
と
な
る
の
で
、総
合
的

　

な
検
討
が
重
要
。

質　

問

　

小
学
校
入
学
祝
金　

万
円
を
贈
る

事
業
が
始
ま
っ
た
が
、中
学
入
学
に
は
、

制
服
、運
動
着
・
上
履
き
等
で
最
低
で
も

９
万
円
程
な
ど
、中
学
・
高
校
に
な
る
ほ

ど
お
金
が
か
か
る
。

　

第
三
者
的
な
視
点
で
は
、中
学
の

入
学
時
や
卒
業
時（
＝
高
校
入
学
前
）に

こ
そ
、支
援
策
ま
た
は
負
担
軽
減
策
が

必
要
だ
と
感
じ
る
。見
解
を
伺
う
。

村　

長

　

義
務
教
育
と
し
て
一
歩
踏
み
出
す
時

に
お
祝
い
し
た
い
と
い
う
意
味
を
込
め
、

事
業
を
始
め
た
。

　

子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
策
、子
育
て
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
の
施
策
展
開
に
向

け
、今
後
、庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。節
目
す
べ
て

へ
の
支
援
は
、財
政
面
な
ど
で
課
題
が

あ
り
、ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

再
質
問

　

補
助
ば
か
り
が
支
援
で
は
な
い
。

　

例
え
ば
中
学
の
制
服
代
は
大
き
な

負
担
。そ
も
そ
も
統
一
し
た
制
服
が
必
要

か
。色
指
定(

私
服)

を
基
準
服
と
し
て

い
る
学
校
も
あ
る
。家
計
の
負
担
を
抑
え

る
よ
う
な
検
討
も
大
事
。

教
育
長

　

こ
れ
か
ら
始
ま
る「
制
服
検
討
委
員

会
」で
、そ
の
よ
う
な
意
見
が
出
て
く
る

か
も
し
れ
な
い
。

　

保
護
者
の
負
担(

軽
減)

も
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

　
「
人
口
減
少
対
策
」「
消
防
団
の
体
制

強
化
」の
た
め
に
も
、負
担
軽
減
や
優
遇

措
置
等
の
検
討
・
改
善
は
急
務
だ
と

感
じ
る
。

①
こ
れ
ま
で
の
負
担
軽
減
や
優
遇
措
置

　

の「
検
討
内
容
と
取
組
み
」は
。

②
５
年
前
の
一
般
質
問
で
提
案
し
た「
負

　

担
軽
減
策
」の
検
討
結
果
と
現
状
は
。

ａ
．「(

通
称)

鐘
は
た
き
」の
見
直
し
。

ｂ
．ポ
ン
プ
操
法
大
会
の
負
担
軽
減
。

ｃ
．妻
の
妊
娠
中
お
よ
び
育
児
中
な
ど

　

の（
夫
の
）「
産
休
・
育
休
制
度
」制
定
。

ｄ
．大
会
出
場
選
手
や
家
族
へ
の
優
遇
策
。

ｅ
．「
定
年
制
」「
在
職
期
間
の
上
限

　

設
定
」。

丸
山
総
務
課
長

①
平
成　

年
に
各
部
か
ら
意
見
集
約

　

し
、幹
部
会
で
検
討
。

・
訓
練
や
行
事
を
１
日
に
集
中
し
て
開
催
。

・
休
日
開
催
だ
っ
た
操
法
伝
達
講
習
会

　

を
平
日
夜
間
に
変
更
。

・
年
額
報
酬
と
出
動
報
酬
の
基
準
が
国

　

か
ら
示
さ
れ
、本
村
で
も
改
善
。

・
組
織
の
見
直
し
＝
災
害
の
大
規
模
化
・

　

激
甚
化
に
よ
り
、現
体
制
を
維
持
す

　

べ
き
と
の
結
論
。

質
　
問
消
防
団
の
負
担
軽
減・優
遇
措
置
を

10

　
若
者
定
住
・
消
防
団
の
体
制
強
化
の
た
め
に
も

江
田 

宏
子
議
員

　「
消
防
団
の
負
担
軽
減
・
優
遇
措
置
」を
‼

29

◆
こ
の
他
、次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

子
供
た
ち
の
健
康
を
守
る
た
め
に

①
子
ど
も
た
ち
の「
視
力
」「
ス
マ
ホ

　

依
存
」の
状
況
、村
と
し
て
の
対
策
。

②「
身
体
機
能
や
生
活
技
術（
箸
使
い

　

蝶
々
結
び
・
雑
巾
絞
り
・
卵
割
り
・
和

　

式
ト
イ
レ
等
）」の
習
得
状
況
等
、

　

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
作
成
、家
庭
へ
の

　

配
布
等
に
よ
る
現
状
把
握
を
提
案
。

③「
有
機
給
食
推
進
」に
対
す
る
見
解

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

教
育
長
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
実
態
・
課

題
・
見
解
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

カ
ヤ
の
平
の
活
用
と
保
護
に
つ
い
て

①「
協
力
金
徴
収
」②「
森
林
セ
ラ
ピ
ー

基
地
と
し
て
の
活
用
」の
見
解
を
質
問
。

湯
本
産
業
課
長
か
ら
は
、①
進
め
る
こ

と
は
重
要
、②
他
市
町
村
の
取
組
み
も

参
考
に
し
、引
き
続
き
検
討
し
た
い
旨
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

子
供
た
ち
の
健
康
を
守
る
た
め
に

カ
ヤ
の
平
の
活
用
と
保
護
に
つ
い
て

子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て

湯
本
産
業
課
長

再
質
問

質
　
問

村
　
長

丸
山
総
務
課
長

丸
山
総
務
課
長

教
育
長

教
育
長

再
質
問

議 会だより 2022.8（No.245）
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村
の
上
位
ラ
ン
ク
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
。今
後
は
、教
育
の
充
実
や
住
宅
の

確
保
、ま
た
、区
を
は
じ
め
と
し
た
魅
力

的
な
村
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
て
い
く
。

湯
本
産
業
企
画
室
長

①
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
強
化
が
効
果

　

的
な
の
か
検
討
を
し
て
い
る
段
階
。

②
元
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
集
落
支
援

　

員
を
配
属
し
、移
住
者
目
線
で
業
務

　

を
担
っ
て
い
る
。

③
村
で
は
、空
き
家
の
活
用
補
助
金
に
、

　

今
年
度
か
ら
賃
貸
業
を
目
的
と
し
て

　

空
き
家
を
購
入
し
、６
か
月
以
内
に

　

貸
し
出
す
予
定
者
を
補
助
対
象
に

　

追
加
。

④
移
住
者
向
け
の
就
労
支
援
と
し
て
、

　

可
能
性
と
し
て
は
考
え
ら
れ
る
。

　
　

こ
の
制
度
は
、農
林
水
産
業
、商
工

　

業
等
の
地
域
産
業
の
担
い
手
を
確
保

　

す
る
た
め
の
事
業
を
行
う
も
の
で
、国

　

が
財
政
的
、制
度
的
な
支
援
を
行
う

　

も
の
。全
国
で　

組
織
。県
内
で
は
生

　

坂
村
、小
谷
村
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
の
制
度
を
移
住
の
ス
テ
ッ
プ
に
活
用

　

し
て
い
る
地
域
も
あ
り
、誰
が
行
っ
て

　

い
く
の
か
等
、課
題
も
多
い
。他
の
取

　

組
み
も
参
考
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質　

問

①
国
や
長
野
県
が
取
り
組
ん
で
い
る

　

現
在
の
事
業
お
よ
び
今
後
の
事
業
は
。

②
令
和
元
年
の
台
風　

号
規
模
が
発
生

　

し
た
場
合
、千
曲
川
の
堤
防
を
越
水

　

す
る
可
能
性
が
あ
る
。対
応
、対
策
は
。

③
千
曲
川
の
河
川
整
備
が
最
も
重
要
な

　

対
策
で
あ
る
が
、村
と
し
て
の
考
え
や

　

具
体
的
な
取
組
み
は
何
か
。

④
関
係
市
町
村
の
住
民
の
力
を
一
堂
に

　

会
し
、要
望
を
発
信
す
べ
き
と
思
う
が
。

小
松
建
設
課
長

①
国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局

　

千
曲
川
河
川
事
務
所
が
実
施
す
る
、

　

中
野
市
の
立
ヶ
花
地
区
と
飯
山
市
の

　

戸
狩
地
区
の
河
川
狭
窄
部
の
河
道
掘

　

削
工
事
と
、中
野
市
上
今
井
地
区
と

　

飯
山
市
蓮
地
区
で
計
画
さ
れ
て
い
る

　

遊
水
地
設
置
関
係
の
調
整
が
進
め
ら

　

れ
る
。

②
令
和
元
年
東
日
本
台
風
規
模
の
洪
水

　

が
氾
濫
せ
ず
に
流
下
し
た
場
合
で

　

も
、約
1
5
0　

の
水
位
低
減
が
図

　

れ
る
計
画
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。河
川

　

関
係
工
事
と
し
て
は
、河
道
掘
削
や

　

遊
水
地
の
設
置
、ま
た
、上
流
部
の
ダ
ム

に
よ
る
洪
水
調
整
機
能
の
強
化
な
ど
が

主
な
ハ
ー
ド
対
策
の
工
事
と
な
っ
て
い
る
。

質　

問

①
柳
久
保
地
区
の
狭
隘
箇
所
の
整
備

　

事
業
が
実
施
さ
れ
る
予
定
。依
然
と

　

し
て
更
地
状
態
に
あ
る
が
、工
事
が
い
つ

　

始
ま
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。今
の
状
況

　

に
つ
い
て
、ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
か
。

②
千
ノ
平
地
域
に
お
い
て
、一
部
道
路
が

　

崩
れ
落
ち
た
状
況
。本
路
線
に
つ
い
て

　

は
、飯
山
か
ら
山
ノ
内
町
に
通
ず
る

　

広
域
観
光
路
線
で
あ
り
、経
済
の
唯
一

　

の
道
路
で
も
あ
る
。大
型
自
動
車
も

　

通
り
、今
後
梅
雨
に
入
り
、大
雨
に
よ
り

　

更
に
被
害
が
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
る

　

が
、対
策
は
。

小
松
建
設
課
長

①
柳
久
保
地
区
の
狭
隘
箇
所
の
状
況
に

　

つ
い
て
は
、今
年
、既
に
北
信
建
設

　

事
務
所
か
ら
工
事
が
発
注
さ
れ
、地
元

　

区
等
と
の
調
整
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　

工
事
区
間
の
中
に
農
業
用
の
水
路

　

の
付
け
替
え
が
あ
り
、関
係
者
と
の
調

　

整
の
結
果
、稲
作
に
影
響
が
出
な
い

　

秋
に
工
事
を
実
施
す
る
計
画
。

②
千
ノ
平
地
区
の
道
路
路
肩
の
崩
落
に

　

つ
い
て
は
、現
在
、工
事
用
信
号
機
に

　

よ
り
交
互
通
行
と
な
っ
て
い
る
。県
で
は

　

緊
急
調
査
を
実
施
し
、直
ち
に
大
規
模

　

な
崩
落
の
拡
大
の
危
険
性
は
な
い
と

　

判
断
。恒
久
的
な
対
策
に
つ
い
て
は
、

　

現
在
設
計
が
完
了
し
、工
事
の
実
施

　

に
向
け
て
予
算
の
確
保
を
図
っ
て
い
る

　

状
況
。

質　

問

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
下
で
の
、意
識
や
働
き

方
の
変
化
で
高
ま
っ
た
地
方
回
帰
へ
の

関
心
が
、非
常
に
結
び
つ
き
始
め
て
い
る
。

　

地
方
で
の
居
住
、就
労
経
験
の
な
い
若

者
に
と
っ
て
、仕
事
が
あ
れ
ば
移
住
す

る
。収
入
が
不
安
定
に
な
る
の
が
心
配

な
ど
か
ら
、移
住
に
一
歩
を
踏
み
出
せ
な

い
方
も
多
い
の
で
は
な
い
か
。

　

空
き
家
や
移
住
に
関
す
る
相
談
も

大
幅
に
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、相
談
体

制
の
強
化
を
検
討
し
て
い
く
と
さ
れ
て

い
る
。

　

次
に
つ
い
て
伺
う
。

①
相
談
体
制
の
強
化
と
は
。

②
農
林
水
産
業
へ
の
従
事
、住
民
支
援

　

な
ど
の
地
域
協
力
活
動
を
行
い
な
が

　

ら
、そ
の
地
域
に
移
住
を
図
る「
地
域

　

お
こ
し
協
力
隊
制
度
」の
活
用
は
。

③
空
き
家
を
無
償
で
借
受
け
、移
住
者

　

向
け
の
住
宅
に
改
修
、一
定
期
間
経
過

　

後
、売
買
や
賃
貸
な
ど
の
方
策
は
。

④「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合

　

制
度
」と
は
。移
住
者
向
け
就
労
支
援

　

に
対
応
で
き
な
い
か
。

村　

長

　

取
組
み
の
評
価
と
し
て
、移
住
し
た
い

質　
問

 

国・県
の
千
曲
川
河
川

　
　
　
　
　

整
備
状
況
に
つ
い
て

移
住
定
住
に
つ
い
て

国
道
４
０
３
号
整
備
状
況
に
つ
い
て

質　
問

33
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質　
問

勝
山　

正
議
員

　

移
住
定
住
を
進
め
る
に
は「
就
労
支
援
」な
ど

　

受
け
入
れ
態
勢
の
充
実
が
必
要
で
は

湯
本
産
業
企
画
室
長

㎝
き
ょ
う
さ
く

き
ょ
う
あ
い

小
松
建
設
課
長

小
松
建
設
課
長

村　
長

0024



く
る
。場
合
に
よ
っ
て
は
、略
式
代
執
行

な
ど
、行
政
が
危
険
を
回
避
す
る
経
費

の
負
担
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
も

想
定
す
る
。国
の
制
度
も
活
用
し
な
が

ら
、取
り
組
ん
で
い
く
。

質　

問

　

下
高
井
農
林
高
校
の
2
0
2
2
年
の

新
入
生
は　

人
で
、在
籍
生
徒
数
は

1
4
8
人
で
あ
る
。再
編
の
基
準
と
し

て
、在
籍
生
徒
数
が
２
年
連
続
で

1
6
0
人
を
下
回
っ
た
場
合
は
、キ
ャ
ン

パ
ス
化
や
統
合
な
ど
を
選
ぶ
基
準
を

示
し
て
い
る
。

　

現
在
、「
再
編
・
整
備
計
画
」が
進
め
ら

れ
て
い
る
通
学
区
も
あ
る
が
、適
用
の
開

始
は
い
つ
頃
か
ら
か
。

　

ま
た
、長
野
県
教
育
委
員
会
へ
岳
北

地
域
高
校
の
魅
力
づ
く
り
研
究
協
議
会

と
し
て
、要
望
書
を
提
出
し
て
い
る「
再

編
基
準
の
緩
和
」で
、「
２
年
連
続
し
て

在
籍
生
徒
数
が
1
6
0
人
を
下
回
る
場

合
は
、再
編
対
象
と
な
る
1
6
0
人
の

枠
を
考
え
直
し
て
ほ
し
い
」と
求
め
て
い

る
が
、県
教
委
の
回
答
を
伺
う
。

教
育
長

　

再
編
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、１
、２
次
案

を
含
む
県
立
高
校
第
２
期
再
編
の
最
終

案
と
な
る
３
次
案
を
年
内
に
公
表
し
、

３
次
案
の
対
象
地
域
ご
と
に
住
民
説
明

会
を
開
催
し
、３
次
案
の
確
定
、そ
し

て
、２
０
３
０
年
３
月
第
２
期
整
備
計

画
完
了
を
め
ざ
す
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、再
編
基
準
の
適
用
は
、３
次
案

の
案
が
取
れ
て
確
定
と
な
っ
た
翌
年
度

を
初
年
度
と
し
て
適
用
す
る
。令
和
４

年
度
に
案
が
取
れ
れ
ば
来
年
度
か
ら
の

適
用
と
な
る
。「
再
編
基
準
」に
対
す
る

県
教
委
の
考
え
は
、こ
の
基
準
自
体
が
凍

結
中
で
あ
り
、具
体
的
な
こ
と
は
言
え
な

い
と
し
て
い
る
。研
究
協
議
会
と
し
て
は
、

基
準
の
見
直
し
を
引
き
続
き
県
教
委
に

要
望
し
、魅
力
化
と
生
徒
募
集
に
つ
な

が
る
取
組
み
の
継
続
を
協
議
し
て
い
く
。

質　

問

　

国
道
４
０
３
号
線
の
大
橋
か
ら
新
橋

区
間
で
、豪
雨
の
た
び
水
没
し
通
行
止

め
と
な
る
こ
と
か
ら
、村
で
樽
川
の
左
岸

に
沿
っ
て
の
移
設
を
要
望
し
て
い
る
。

　

国
道
の
付
け
替
え
と
な
る
と
大
き
な

変
更
と
な
り
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

移
設
案
だ
け
で
な
く
、現
道
路
の
嵩
上

げ
案
も
含
め
、早
急
な
対
策
を
検
討
す

べ
き
と
考
え
る
が
、村
の
考
え
は
い
か
が
か
。

村　

長

　

こ
の
要
望
に
対
す
る
回
答
は
も
ら
っ
て

い
な
い
が
、本
年
度
、県
で
概
略
検
討
を

始
め
る
た
め
、現
在
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
概

略
の
地
形
測
量
を
実
施
中
と
の
報
告
を

受
け
て
い
る
。引
き
続
き
要
望
活
動
を

展
開
し
て
い
く
。

小
松
建
設
課
長

　

村
の
方
で
は
一
つ
の
案
と
し
て
、左
岸

に
動
か
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
内
容
を

付
し
て
要
望
し
て
い
る
。

　

県
は
こ
れ
か
ら
実
質
的
に
動
き
始
め

る
。道
路
の
嵩
上
げ
案
、移
設
案
の

メ
リ
ッ
ト
、デ
メ
リ
ッ
ト
も
含
め
て
、県
が

管
理
す
る
道
路
の
必
要
な
部
分
に
つ
い

て
、こ
の
後
、検
討
に
入
っ
て
い
く
。

　

　

特
に
今
年
の
大
雪
と
３
月
の
強
風
に

よ
り
潰
れ
る
事
例
も
あ
り
、近
隣
住
民

の
不
安
を
煽
っ
て
い
る
。

　

適
切
な
管
理
が
さ
れ
ず
、放
置
さ
れ

危
険
と
思
わ
れ
る「
老
朽
空
き
家
」は
何
件

で
、「
特
定
空
き
家
」と
認
め
た
実
績
は

あ
る
の
か
。ま
た
、今
後
の
対
応
を
伺
う
。

村　

長

　

管
理
さ
れ
ず
放
置
さ
れ
、危
険
と
思

わ
れ
る「
老
朽
空
き
家
」の
把
握
は
７
件

で
、特
定
空
き
家
へ
の
認
定
実
績
は
な
い
。

　

で
き
る
だ
け
相
続
人
の
関
係
者
へ
協

力
を
求
め
、解
体
や
除
却
を
お
願
い
し
、

一
部
で
も
危
険
回
避
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
要
請
を
し
て
き
て
い
る
。

湯
本
産
業
企
画
室
長

　

こ
れ
か
ら
特
定
空
き
家
に
認
定
し
、

然
る
べ
き
対
応
を
す
る
住
宅
や
空
き
家

も
あ
る
と
い
う
こ
と
は
事
実
。

　

現
在
、特
定
空
き
家
に
認
定
し
て
い

な
い
が
、空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る

条
例
の
中
で
、行
政
が
必
要
最
低
限
の

措
置
を
と
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

あ
く
ま
で
も
最
低
限
の
措
置
で
あ
り
、今

後
、特
定
空
き
家
に
認
定
し
、除
却
す
る

手
順
を
踏
ん
で
い
く
こ
と
も
必
要
に
な
っ
て

質　
問

質　
問

質　
問

湯
本
産
業
企
画
室
長

国
道
４
０
３
号
の

　
　
　
　
　
水
没
対
策
に
つ
い
て

老
朽
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

下
高
井
農
林
高
校
の
存
続

48

　

村
の
風
景
、国
道
の
あ
り
方
、

農
林
高
校
の
存
続
を
問
う

村　
長

村　
長

小
松
建
設
課
長

教
育
長

第
３
回
議
会
臨
時
会  

７
月　
日
開
会

　
令
和
４
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

　

今
臨
時
会
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
追
加
事
業
の
議
案
が
提
出
さ

れ
、全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

○
民
生
費　
　
　
　

   

１
２
５
０
万
円

・
物
価
高
騰
に
伴
う
支
援
。（
非
課
税
世

帯
で　

歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
等
）

○
農
業
水
産
事
業
費　

   

４
０
０
万
円

・
飼
料
価
格
の
高
騰
に
よ
る
畜
産
農
家

　

支
援
。

○
商
工
費　
　
　
　

   

４
６
０
０
万
円

・
現
在
実
施
の
宿
泊
助
成
事
業
お
よ
び

　

地
域
ク
ー
ポ
ン
券
配
布
事
業
を
継

　

続
。（
１
４
３
０
万
円
）

・
燃
料
や
資
材
高
騰
に
よ
る
事
業
者

　

支
援（
３
１
７
０
万
円
）

○
教
育
費　
　
　
　
　

   

２
０
０
万
円

・
食
材
費
の
高
騰
に
対
応
す
る
た
め
、

　

学
校
給
食
特
別
会
計
へ
の
繰
出
。

19

増
額
６
４
５
０
万
円

（
予
算
総
額　

億
４
８
０
０
万
円
）

37

75

山
本 

隆
樹
議
員

議 会だより 2022.8（No.245）
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No.36

問76 　からす踊りは、村の無形民俗文化財に指定されています。この歌詞の中に「盆だ
とこいて〇も〇〇もみな踊れ」とあります。〇の中に入る言葉は、次のどれでしょうか？

問77 　西町の天然寺 門前には、美しい杉並木が続いています。そして本堂前庭には、
おおきな木があります。この木は次のどれでしょうか？

（① 犬・下駄  ② 馬・茶碗  ③ 牛・たな ④ 猫・杓子）

（① ケヤキ  ② アカマツ ③ コウヤマキ ④ ブナ）
解答は、29ページにあります

てん ねん もん ぜんじ

　7月13日（水）、第3回せっこ塾が開催されました。
　今回は「地域の自然と人とのかかわりと新しい文化
創造拠点に学ぶ」をテーマに、戦国の武将上杉謙信と武
田信玄激闘の舞台、川中島古戦場史跡公園と「長野市
立博物館」を訪れました。
　また、村文化財担当職員も随行し、事前学習として
行きの車中で、川中島合戦への木島平村や周辺地域の関わり、その時代背景等に
ついて詳細な説明があり、現地でも、中身の濃い、より充実した研修となりました。参加者
からは「川中島の合戦に木島平村が関わっていたことに驚いた。市川氏、高梨氏といった
身近な地域の豪族についても、今後学習したいと思った。（中村：岡本 直さん）」との
感想がありました。

　《地域住民が気軽に集い、主体的に地域社会を作り上
げていくために何が必要か。》7月2日、中野・下高井郡
地域の公民館運営協議会が開催するこの事業は、昨年
度はコロナ禍の影響で、オンライン開催となりました。
本年は38人が一同に会し、飯山市公民館で開催され、
本村からは9人の分館長、分館主事が参加しました。
　講演では、「正受庵」横山文由禅師と飯山市社会
教育委員の藤田波留美さんから、飯山市教育委員会
で実施している「正受庵通学合宿・体験教室の実践」について、具体的な取組み状況や
課題についてのお話がありました。
　西町分館長の関達夫さんは「木島平村でもこうした地域の大切な宝物を活用した
取組みを進められるのではないか。」と話されていました。

しょう じゅ あん

たつ お

なおし

しゃく し

ぶん ゆう ぜん し

つう がく がっしゅく

は る み

地域づくりを学ぶ地域づくりを学ぶ

せっこ塾視察研修を実施

～中高飯水公民館役職員大会が
　開催されました～

村文化財担当者の説明村文化財担当者の説明

川中島の戦い　特別展の前で川中島の戦い　特別展の前で 学芸員の説明を熱心に聞き入る学芸員の説明を熱心に聞き入る 善光寺平のジオラマを眺める善光寺平のジオラマを眺める

555
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御魂山の戦争遺跡

監的壕内部の棟札監的壕内部の棟札 埋没せずに残り続けた竪穴埋没せずに残り続けた竪穴

人権センター事業  大人の社会科教室

　6月23日（木）、大人の社会科教室が開催されました。大人の社会科教室は、人権問題に関する視察研修会で、
今年は「新潟水俣病について学ぶ」をテーマに、日頃から人権センター各種事業に参加されている皆さんを
中心に23名が「新潟県立環境と人間のふれあい館」「（一社）あがのがわ環境学舎」を視察しました。
　「新潟県立環境と人間のふれあい館」は、前回、6月2日に開催された第1回社会人権同和教育研修講座で講師
を務められた藤田伸一さんが館長をされておられます。学習プログラムによる新潟水俣病の説明、語り部に
よる講演映像の鑑賞、資料館内部の見学などを通じて、学習を行いました。
　「（一社）あがのがわ環境学舎」では、新潟水俣病の発生原因である旧昭和電工（株）側の視点での講義でした。
政府や企業の思惑によるダム開発と工場敷設、高度成長に伴う需要を満たすための有機化学の生成により、
メチル水銀を含んだ排水の発生など、様々な要因があることを学ぶとともに、実際に旧昭和電工（株）の工場
や、場所を巡り、新潟水俣病についての知見を深めました。
　参加者も、事前学習に基づき、様々な質問や疑問を講師の方へ投げかけ、研修を通して人権問題に対する
考えを深めました。

　原大沢区の東方に緩やかな広い傾斜地があって、
「福寿草祭り」が行われたこともある辺りが御魂山である。
悠々と流れる千曲川や高社・黒姫・斑尾・妙高の山々が
眺望できる場所であることから、明治41年に日露戦争
の戦没者5人の英霊をここに祀ることに決まった。同43年
には往郷村在郷軍人分会（軍隊支援の会）が設立され、
忠魂碑の建設が加速化した。碑文の揮毫を陸軍大将の
乃木希典に依頼し、同45年4月、盛大に除幕式が挙行
された。
　忠魂碑の周辺には古木の神代桜あり、老松ありで、
やがて往郷村民の遊楽地にもなった。そのため、往郷
小学校長を務めた中島出身の山口菊十郎が、この地を「御魂山」と命名した。大正
時代には、俳句に造詣が深い地元の有志たちが芭蕉句碑を建立した。松尾芭蕉が
奥州平泉（岩手県）で詠んだ有名な句「夏草や兵どもが夢のあと」である。殉難者の
霊を慰めようという意図があったに違いない。
　昨年7月、神代桜の近くに「監的壕」（射撃訓練の施設）があることが新聞報道され
た。昭和6年9月に往郷村在郷軍人分会が、幅９㍍、奥行き1.3㍍、高さ２㍍のコンク
リート製の構造物に改修したものである。11月に射撃場落成祝賀会が挙行された
（「往郷小学校日誌」）。現存する施設としては県内有数である。どの遺跡も後世に
しっかり残したい。

「環境と人間のふれあい館」講師を囲んで「環境と人間のふれあい館」講師を囲んで 「あがのがわ環境学舎」での研修の様子「あがのがわ環境学舎」での研修の様子 旧昭和電工鹿瀬工場跡地にて旧昭和電工鹿瀬工場跡地にて
かのせかのせ

かんいっ しゃ

きゅうしょう わ でん こう

ゆう ゆう

えい れい

ざい

ちゅうこん

の ぎ まれ すけ

じん だい

ぞう

おうしゅうひらいずみ

けい

つわもの

かん てき ごう

じゅ なん しゃ

ば く ひ こんりゅうしょう

ざくら

ひ ひ ぶん き ごう

ぐん じん ぶん かいきょう

まつ

がく しゃきょう

～「新潟水俣病について学ぶ」～視察研修が実施されました。
みな また びょう

御魂山の戦争遺跡（文化財調査専門幹  樋口和雄）

監的壕内部の様子監的壕内部の様子

むねふだむねふだ たてあなたてあな

文化財を巡る
み たま やま

公 民 館 報 2022.8 （No.555）
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AC長野パルセイロホームタウン事業AC長野パルセイロホームタウン事業
　6月15日（水）、プロサッカーリーグJ3のAC長野パルセイロホームタウン
事業が、木島平小学校で開催されました。この日は、「小中交流」として、小学
5年生と中学3年生が仲間同士の連携で行われるチームレクリエーション
で汗を流しました。AC長野パルセイロホームタウン事業は、この他、6月7日
（火）には、木島平小学校での「小学校米の田植え」、6月19日（日）には、村
民スポーツフェスティバル「AC長野パルセイロと遊ぼう！」を実施していま
す。今後は、秋の「稲刈り」、「保育園訪問」等を計画中です。

　本年度のこどもスポーツアカデミーがスタートしました。
　7月2日（土）、この日は農村交流館で「空手」が行われ、多くの
子ども達が参加しました。中でも女子の参加が多く、付き添いの
保護者からは「礼儀作法、忍耐力、姿勢や振る舞いが良くなること
を期待したい」との声がありました。
　スポーツアカデミーでは今年、次のとおり計画しています。
　参加は随時可能ですのでお気軽にお問合せください。

こどもスポーツアカデミー
～ ニュースポーツに挑戦！ ～

　私たちAC長野パルセイロは、地域社会とクラブが
ともに手を携えて、強いパートナーシップで共生する
「地域密着協働型スポーツクラブ」を目指して活動し
ています。クラブは、活動拠点 (ホームタウン)の長野
市を中心に木島平村をはじめとした北信地域市町
村の住民、企業のみなさまの良きパートナーであり
たいと願っています。また、スポーツの普及・振興に
貢献し、スポーツ文化の創造に寄与したいと考えて
います。AC長野パルセイロの活動は、スポーツの

普及・振興、スポーツ文化の創造、
そして、パートナーである地域社会
のみなさまに感動と活力を提供
できるものと信じています。

（株）長野パルセイロ  アスレチッククラブ
普及ダイレクター

村公民館　☎ 0269（82）2041問合せ

こども
スポーツ
アカデミー
～ニュー
スポーツに
挑戦！～

① 空手

講 座 名 開催期日対象 場　所種 目

農村交流館

農村交流館

屋内運動場

村体育館

7月中
2回

8月中
2回

9月中
2回

10月中
2回

② ボッチャ

③ ティーボール
　 (野球・ソフトテニス）

④ ミニテニス

小
学
生

女子の参加が多い空手教室女子の参加が多い空手教室

ティーボール野球ティーボール野球 ミニテニスミニテニス

貝瀬  剛
かい せ つよし
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★新着図書★★新着図書★

図書館だより図書館だより

問76
④ 猫・杓子

　からす踊りは、長野県北部から新潟県十日町付近一帯に伝わる踊り
で、戸隠山の宣澄踊りが発展したものと言われています。

問77
③ コウヤマキ

　針葉樹で杉と似ていますが、別の種類です。この木が人の力を借りず
に育っていける（「自生」といいます）のは日本だけで、他の国では滅びて
しまいました。木の上部は、整った円錐形になるので庭木として植えられ
ます。天然寺のコウヤマキは樹齢250年と言われています。

★児童図書★★児童図書★

新着案内新着案内

ブラックホールってなんだろう？

　謎の天体？こわいもの？こわいけれど
こわいだけではないブラックホールの
謎のすがたを語ります。実は重要な
はたらきもしているのです。

2023年から導入されるイン
ボイス制度の本番に向けた
準備と実務上の留意点を
Q&A形式で解説

消費税インボイス対応要点ナビ3訂版

と き の くに や ぶん ざ え もん よし かわ なが はる

と

くま おう まさ ひで

たかし たて かわ だん けい

し ひこ

のり しろ あげ しゅ かわ みな とはかいしょう

図書館内の蔵書点検
をおこなうため、毎月
最終火曜日は休館いた
します。ご理解とご協力
をお願いします。
今月の点検休館日
8月30日(火)

ブラックホールってなんだろう？（文：嶺重慎 / 絵：倉部今日子） 
 しあわせなときの地図（文：フラン・ヌニョ / 絵：ズザンナ・セレイ）  ちいさなハチドリのちいさないってき（ウノサワケイスケ）
エリック・カールのえいごがいっぱい  どうぶつあつまれ！（エリック・カール）
池上彰と学ぶ「お金」と「社会」の学校（池上彰）

みね しげ しん きょうこ

文：嶺重慎 / 絵：倉部今日子
みね しげ しん きょうこ

熊王征秀／著
くま おう まさ ひで

　休館のお知らせ　　休館のお知らせ　

と やま せん ちょうがくし

木島平小学校 成田真由
『せかいで いちばん

つよい国』
　たまたま本屋さんでふと目に入った絵本です。「せかいで  いちばん  つよい国」この題
名と、表紙の兵隊さんの絵を見て、もしかして怖いお話なのかな？戦争ってどんなことか
を教える絵本なのかな？と思いました。しかしそうではありませんでした。
　小さいころから、「なんで戦争なんてするんだろう。なんでそんな怖いことするんだろう。
国と国の問題だって、小学生と同じように、話し合いやじゃんけんで決めればいいじゃな
いか！」とずっと思っていました。しかし、戦争はいつの時代もどこかの国で行われていて、
日本だっていつ狙われてもいいように兵器を準備しています。私たちが笑って生活して
いる今だって、どこかでおびえたり、泣いたりしている人々がいます。
　この本を読んだとき、「そうだよなぁ。世界中がこうだったらいいのになぁ。」と心から
感じました。絵本だけれど、大人や、国を動かす人々にも読んでほしい本です。本当のつよ
さって何なのかを考えさせてくれます。

おすすめの一冊
作：デビット・マッキー
訳：なかがわ ちひろ

高く翔べ 快商・紀伊國屋文左衛門（吉川永青）  パパイヤ・ママイヤ（乗代雄介）  揚羽の夢（朱川湊人）  
予感（ある日、どこかのだれかから電話が）（清水杜氏彦）  くるまの娘（宇佐見りん）  
消費税インボイス対応要点ナビ3訂版（熊王征秀）  奇跡のモリンガ（大山知春）  
手縫いの革小物ポーチとポシェット12のレシピ（勝村岳）  不器用なまま、踊りきれ。超訳立川談志（立川談慶）
脚本家が教える読書感想文教室（篠原明夫）  カミキィの〈気持ちが伝わる〉贈り物おりがみ（カミキィ）

公 民 館 報 2022.8 （No.555）

29



　村民の皆様にご協力いただきました社協会費及び日赤活動資金の総額を
ご報告します。（令和4年7月31日現在）
皆様のご理解とご協力に感謝申し上げます。
今後も、地域に寄り添った活動を行います。　

　 社協会費　  １，４５５，６００円 ／ 納入件数１，２１３件
　 日赤活動資金　４２９，９４９円 ／ 納入件数１，１８０件

令和4年度社協会費及び日赤活動資金

（内訳：日赤会費３８件　寄付金１，１４２件）

社協会費
～支えあい
安心して暮らせる村 木島平～

　地域の暮らしを支える地域福祉
事業の重要な財源として活用させ
ていただきます。
　なお、現在新型コロナウイルス
感染症拡大による影響で、活動
が制限されていますが、感染予防
を図りながら「今できること」に取り
組みます。

　災害救護活動や救急法等の
講習、奉仕団活動、看護師養成、
国際活動などの日本赤十字社の
活動は、皆様からお寄せいただく
活動資金に支えられています。
　日赤長野支部の活動内容など
詳細は、ホームページに掲載されて
いますのでご覧ください。

日赤活動資金
～いのちを守る赤十字～

https://www.jrc.or.jp/chapter/
nagano/

飯山地域　シルバー人材センター

草刈りボランティア活動
　7月7日、飯山地域シルバー人材センター木島平班
の会員約20名で社会福祉協議会周辺の草刈り
作業を実施していただきました。
　毎年、ご厚意による草刈り作業を実施いていただき、
大変助かっています。梅雨時期の大変な作業でした
が、とてもきれいになりました。ありがとうございました。

　デイサービスと地域福祉係では４月
からインスタグラムを新しく始めました。
デイサービスでは、制作物やレクリエー
ションの様子、食事のメニュー紹介など
を主に投稿しています。地域福祉係
では地域事業の情報を発信しています。
　少しでも興味を持っていただけれ
ばと思い開設しました。

デイサービス＆地域福祉係

デイサービス 地域福祉係

インスタグラム開設しました

No.

発行：社会福祉法人
　　　　木島平村社会福祉協議会
住所：木島平村大字往郷908-3
ＴＥＬ：0269(82)4888
社協ホームページ
https://sites.google.com/
view/kijima-syakyo/
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さわ
やか笑顔さん

●●●●さん
●●●

さん

森 徳寿さん（中町区）
草刈りボランティア

森
様
を
は
じ
め
、シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
木
島
平
班
の
皆
様
に

社
協
周
辺
の
草
刈
り
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ご
厚
意
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

この社協だよりは共同募金の配分金で発行されています。 30



8/10～9/30社協の予定社協の予定
〇ふれあいランチ
〇ふれあいランチ
〇心配ごと相談（相談員…人権擁護委員、民生児童委員）
〇ふれあいランチ
〇無料法律相談（相談員…天然寺法律事務所  齊藤善隆弁護士）
〇ふれあいランチ

8/10（水）
8/24（水）
9/7（水）
9/14（水）

9/28（水）

新型コロナウイルスの影響により、予定を
変更する場合があります。ご理解とご協力
をお願い致します。

つぶやきコーナーつぶやきコーナー

あたたかい善意あたたかい善意

皆さんが聞きたいレコード、CDをおかけします。ジャンルは問いません。
素晴らしい音響で皆さんと音楽を楽しみませんか？どうぞお気軽にご来
場ください。夏に関係の曲をお持ちの方は、ぜひ持って来て下さい♪

大金をつかって もてなしても
心通わなければ
一時の歓すら得られない
心通えば 一杯の茶でも
一生の縁となる

音楽カフェ

8月27日（土）
木島平村 若者センター
下高井郡木島平村往郷911-7
13:00～15:30予定 （12:30開場）
参加費 500円
お飲み物のご用意があります

090-7720-7717☎

お申込み先
(風のささやき）

担当 ： 岡本

主催

　

イ
オ
ン
が
地
域
へ
の
社
会
貢
献

活
動
を
お
こ
な
う「
イ
オ
ン・

デ
ー
」（
毎
月
十
一
日
に
開
催
）に
、

お
客
様
が
お
買
い
物
を
さ
れ
た
際

に
出
る
黄
色
い
レ
シ
ー
ト
を
投
函

し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、地
域
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
福
祉
施
設
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
対
し
て
、

レ
シ
ー
ト
合
計
金
額
の
1
%
を
、

物
品
を
持
っ
て
助
成
す
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
す
。

　
木
島
平
村
で
は
唯
一「
つ
く
し
の

家
」が
登
録
し
、対
象
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
皆
さ
ま
か
ら
の
あ
た
た
か
い

善
意
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

通
所
介
護

　（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）事
業
所

♪♪
♪♪

♬♬

　

通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）は
利
用
者
が
可
能
な

限
り
自
宅
で〝
そ
の
人
ら
し
く
〞日
常
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
心
身
機
能
の
維
持
、増
進
に
つ
な
が
る

活
動（
体
操
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
）を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
で
は
、食
事
や
入
浴
な
ど
の
日
常
生
活
上
の

支
援
や
生
活
機
能
向
上
の
た
め
の
運
動
等
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。機
能
訓
練
で
は
日
常
生
活
動
作
に
着
目
し
、

立
ち
上
が
り
動
作
や
バ
ラ
ン
ス
保
持
訓
練
を
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
食
事
で
は
、地
域
の
方
か
ら
譲
っ
て
い
た
だ
い
た
旬

な
作
物
や
園
芸
交
流
で
採
れ
た
新
鮮
な
野
菜
を
使
用
し

「
お
い
し
い
」と
好
評
で
す
。

　

地
域
と
の
交
流
で
は
、下
高
井
農
林
高
校
と
の
園
芸

交
流
活
動
や
、中
学
校
の
総
合
事
業〝
未
来
塾
〞と
の

交
流
を
も
ち
、地
域
と
も
積
極
的
に
関
り
合
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
村
民
の
皆
様
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
な
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ一
同
、努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

事
業
所
紹
介

ご協力を
お願いします

イ
オ
ン

幸
せ
の
黄
色
い

レ
シ
ー
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

その他にもたくさんの方から日用
品等のご寄附をいただきました。皆
様からのご厚意に感謝いたします。

ご寄附
株式会社フジすまいるファーム飯山

高藤　勉様　　野菜

つ
く
し
の
家
通
信

つ
く
し
の
家
通
信

よろこび

社 協だより 2022.8（No.343）
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   畔上  廉
れ ん と

人  くん

 　令和２年６月５日生まれ

335

 （部谷沢区/拓
た く や

也さん・奈
な つ み

津美さん）

２歳くらいのお子さんを大募集！掲載されたご家庭に
は、ふう太ネットでの放送を収録したDVDまたはBDのど
ちらか１枚と広報誌３冊をプレゼントします。詳しく
は政策情報係（内線114）までご連絡ください！

世帯と人口 ８月１日現在
（令和 2 年国勢調査に基づく推計値）

2,058（＋1） 2,172（-6） 4,235（-5）1,529（―2）

　
車
の
お
も
ち
ゃ
遊
び
や
ト
ラ
ク

タ
ー
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
に
乗
る
の

が
好
き
な
廉
人
く
ん
。

　
パ
パ
、
マ
マ
以
外
の
言
葉
を
沢
山

話
せ
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

自然劇場

◆令和４年 ８月 10 日（毎月 1 回発行）　　◆株式会社　日美印刷

◆発行／木島平村 〒 389-2392 長野県下高井郡木島平村大字往郷 914 番地６  ☎ 0269（82）3111  

　木島平村公式ウェブサイト  自然劇場きじま平　http://www.vill.kijimadaira.lg.jp/

８月掲載承諾分動きの人人人人

村
長
ひ
と
こ
と
（
82
）

追  

悼

木
島
平
村
長　

日
䑓　

正
博

　

安
倍
元
総
理
が
凶
弾
に
倒
れ
る
と
い
う
衝
撃
的
な
ニ
ュ
ー
ス
が

世
界
中
を
駆
け
巡
り
ま
し
た
。
日
本
の
首
相
と
し
て
最
長
期
間
を

務
め
、
最
後
は
銃
弾
に
倒
れ
る
と
誰
が
想
像
で
き
た
で
し
ょ
う
。

驚
き
と
と
も
に
怒
り
を
感
じ
ま
す
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
日
本
経
済

は
低
迷
を
続
け
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
再
生
し
よ
う
と
取
り
組
み
ま

し
た
。
政
治
、
経
済
、
外
交
で
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

そ
の
姿
に
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
い
う
強
い
意
志
を
感
じ
ま
し
た
。

　

個
人
的
に
は
県
の
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
連
盟
総
会
や
ル
ク
セ
ン
ブ
ル

ク
大
公
が
国
賓
と
し
て
日
本
に
招
か
れ
た
際
の
晩ば
ん
さ
ん餐

会
な
ど
で
何

度
か
お
会
い
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
在
任
中
、
全
日
本
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
連
盟
の
名
誉
会
長
で
し
た
が
、
学
生
時
代
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
部
で
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
な
れ
な
か
っ
た
な
ど
と
気
さ
く
に
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

政
治
的
な
背
景
か
テ
ロ
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
宗
教
が
ら

み
と
は
い
え
個
人
的
で
理
不
尽
、
短
絡
的
な
理
由
で
加
害
者
の
行

動
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。
最
近
の
重
大
犯
罪
で
は
、
犯
人
が
結
果

の
重
大
性
を
理
解
で
き
な
い
、
理
解
し
よ
う
と
し
な
い
よ
う
に
思

い
ま
す
。
個
人
的
な
理
由
で
と
っ
た
行
動
が
社
会
に
混
乱
を
招
き
、

多
く
の
人
の
人
生
を
狂
わ
せ
る
こ
と
を
想
像
で
き
な
い
人
が
増
え

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

総
理
大
臣
は
誰
で
も
な
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
誰

に
で
も
務
ま
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
大
き
な
権
力
を

持
ち
ま
す
。
し
か
し
、
同
じ
生
身
の
人
間
で
す
。
私
た
ち
に
は
想

像
が
つ
か
な
い
心
労
が
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
退
任
後
も
政
治
的
な

影
響
力
が
大
き
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
少
し
肩
の
荷
を
下
ろ
し
、

自
分
自
身
の
人
生
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
の
は
こ
れ
か
ら
で
し

た
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

広報・村公式ウェブサイトの広告募集中

～暮らしに役立つ広告をお待ちしています～

広報きじま平、村公式ウェブサイトへ掲載する広
告を随時募集しています。
詳しくは政策情報係までお問合せください。

※氏名の一部に常用漢字を使用・敬称略で記載

ごめいふくをお祈りします

　  ７   . ６          原大沢     　芳原　瑞
み ず え

枝　　  （91）
　  ７   .20          大　町     　嘉部　新

し ん や

也　　  （51）
　  ７   .22          中　島     　池上　正

ま さ こ

子　　  （72）
　  ７   .28          大　町     　滝澤　律

り つ こ

子　　  （97）

こんにちは赤ちゃん

　  ７   . ９       　　　　　　　　　　　　　　　　        南　鴨　　   福原　翔
しょうと

飛     （塁
るい

・愛
あ い か

栞）

    　誕生日　        集　落　　　　氏　　名            父・母


	8月号（校了）
	議会だより　R4.08(№246)
	cleanedきじま平2022_8_公民館_220804
	cleanedきじま平2022_8_社協_220804-2
	8月号（校了）

